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犬にまつわる事実とフィクション
「犬は私たちの人生のすべてではないけれど、人生を意味あるものにしてくれる存在である」 – Roger Caras

人類が犬を家畜化したのは今から1万年以上前ということを考えると、犬が何世紀にもわたって、もう後戻りできな
いほどに深く私たちの歴史、文化、生活に入り込んでいるのも当然と言える。実際、「犬は人間の最良の友である」と
いう格言は多くの国でよく知られていて、それも当然である。私たちは犬をペットとして飼うことから多大な喜びを得
ているし、警備、救助、補助などに関して言えば、犬の持つ独特な才能から計り知れない恩恵を被っている。しかし、
この動物種にはもっと超自然的な面もある。例えば、しばしば冥界の番犬と呼ばれるケルベロスというギリシャ神話
の動物を思い起こして欲しい。唯一無二の犬である彼には、黄泉の国の門を守って、死者が蘇るのを防ぐという任
務があった。そして、その仕事に理想的ないくつかの特徴にも恵まれていた。頭が3つあるだけでなく、尾は大蛇で、
身体のあちこちから蛇が生えていたのである。それは、私たちが日々診療している一般的な患者とは似ても似つかない、
と言って差し支えないだろう。ケルベロスは、世界中のさまざまな神話で伝説となっているいわゆる地獄の番犬の起
源になったと推測されている。恐ろしい敵としての特徴を多く備えた、不吉で超常的な犬が出てくる物語はたくさん
存在する。その特徴には、ギラギラ光る赤い目や信じられないほどの強さとスピードのほか、邪悪なことや死の前触
れにふさわしい気味の悪い性質が含まれていることが多い。現代文学やテレビ番組や映画もそのような地獄の番犬

のイメージをしきりに取り入れているが、幸いなことに、私たちの21世紀の世の中に
存在する犬は、悪の元凶ではなく天の恵み、といえるのが現実である。今日の獣医師
は、地獄の底からやって来た三つ首の怪物との格闘を強いられることがない代わりに、
コンパニオンとしての我々の犬たちをできる限り健康に保つという使命を負っている。
今号のVeterinary Focusに掲載されているのは、不安をかき立てる神話や恐怖を
あおる物語ではなく、獣医師がその使命を果たすために役立つ変えようのない事実
と確実な教育記事である。

Ewan McNEILL
編集長
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犬の老化とフレイル

イントロダクション
老化は、今や研究者、メディア、医師および獣医師の間
で聞き慣れたテーマになっている。私たちの社会におけ
るコンパニオン・アニマルの重要性から、ペットの数は増
加してきており、それに伴って高齢動物の数も増加の一
途をたどっている。例えばある調査によると、フランスに
おける12歳以上の犬の割合は、2012年の14.5%から
2014年の15.8%へ、2年間で1ポイント以上増加してい
る1。獣医療がこのペットの高齢層に対応する必要に迫
られていることは疑う余地がなく、種に特化した専用の
高齢患者評価手順が必要なことは明らかである。幸い、
犬はヒトの老化モデルとして用いられることが増えてき
ているため、今では老年獣医学に応用できる方法もいく
つか存在する。

「老化」とは？

老化は正常な多因子性の生理学的プロセスであり、「細
胞、組織および器官レベルでの機能特性の低下および
劣化」と定義され、「この機能特性の損失が、恒常性の
損失と内外のストレスに対する適応能力の低下につな
がり、罹病や致死に対する脆弱性をもたらす」（1）。ただ
し、生物学的老化と経時的老化にはいくつかの違いが
ある。前者は、ある動物種のすべての個体が経験するプ
ロセスであるが、その進行速度は一様ではない（2）。「経
時的老化」は時間の経過を意味し（3）、私たちが「犬の

1 https://www.facco.fr

年齢」について話すときに言及するものである。本稿では、
生物学的な意味での犬の老化に着目する。

「老」犬とは？

人医学と同様、獣医学においても老年期の定義につい
てはコンセンサスを得るのが困難である。さまざまな因
子（品種、成体の身体の大きさなど）が関係するものの、
一般的には「前老年期」と「老年期」（またはAAHAガイ
ドラインにある「シニア期」）の2つの段階に分けることが
できる（4）。前老年期はシニア／老年期ほど明確には
定義されていないが、この最初の段階から予防を始める
ことが不可欠である。あるレビューは、成体の体重によっ
て前老年期を定義づけている。その品種の平均成体体
重が22.7kgを超えている場合は6～8歳で前老年期と
なるが、成体体重がこれを下回る品種では7～10歳か
ら前老年期が始まることになる（5）。老年／シニア期は
その品種の予測寿命の最後の25%と定義されているの
で（4）、ラブラドールであれば9歳で老年期に入るが、前
老年期は6歳から始まっている。

これらの定義は完全に経時的老化に基づいているが、
犬は高齢になるにつれて心臓病、腎臓病、ホルモン障害、
腫瘍といった慢性疾患のリスクが高まるため、老化に影
響する可能性のあるさまざまな変化が次々と発生する
（6）。前老年期および老年期の犬における死亡のリスク
因子に関するデータは限られているが、これらのカテゴ
リーに属する補助犬の後ろ向き研究がいくつかの手が
かりを与えてくれている。すなわち、品種、アラニンアミ

キーポイント

1

ペットも高齢化が進み、ジェ
リアトリック（老年）獣医学の
分野の重要性が増してきて

いる。

2

「フレイル症候群」は正常
な老化と病的な老化の間に
位置する段階であり、できるだ
け早く発見することが不可欠

である。

3

臨床現場で利用できる2つの
簡便な犬のフレイル評価法が

最近考案された。

4

フレイルの管理には、獣
医師による頻回のフォロー
アップ、最適な食事の摂取を
確実にするための栄養評価、
および適切な環境整備が

含まれる。

犬の老化に関する私たちの理解は格段に進歩してきている。本稿では、犬が「フ
レイル」状態に陥っているかどうかを判定する方法、および獣医師である私たち
にその状況の中で何ができるのかについて検討する。
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Sara Hoummady, 
DVM, MSc, PhD, Alfort School of Veterinary Medicine, Paris, France
イル・ド・フランス地域圏（パリ地域圏）のアルフォール獣医学校を卒業後、犬の
行動学とワーキングドッグの行動の研究に進む。その後、犬の老年医学を専門
としてCNRS（フランス国立科学研究センター）でPhDを取得した後、ペットフー
ド業界で獣医栄養学の研鑽を積んだ。現在はアルフォールで動物栄養学を教え
ている。

Franck Péron, 
DVM, MSc, PhD, Dip. ECAWBM (AWSEL), Royal Canin, 
Aimargues, France
アルフォール獣医学校を卒業して動物の認知を研究した後、神経科学を専
門としてパリ第10大学でPhDを取得し、2016年にはアニマルウェルフェア
の委員会認定専門医の資格も取得した。製薬分野に短期間従事したのち
にペットフード業界に入り、現在はロイヤルカナンに科学サポートチームの
一員として勤務している。.

ノトランスフェラーゼ値上昇（102 UI/L超）および皮膚
結節発現が余命と関連していたのである（7）。

老年獣医学はまだ新しい分野であるが、健康的な老化
と病的な老化の定義など、いくつかの必須概念が生み
出されてきている。犬の健康的な老化は、「臨床的に明
らかな疾病が存在しないこと」かつ「老化に伴う変化が
クォリティ・オブ・ライフに悪影響を及ぼしていないこと」
と定義されている（4）。老化に伴う変化のうち、鼻口部
の灰色化（図1）、被毛の軽度の減少、中等度の水晶体
核硬化症、さらには活動レベルの軽微な減少などは（表
1）、「健康的」とみなすことができる（4,8）。

犬の認知症、もっと正確に言うと犬の認知機能不全
（CCD；canine cognitive dysfunction）は、「不健康
（病的）」な老化の一般的徴候の1つである。この神経行
動症候群は、犬のクォリティ・オブ・ライフに影響する
変化の明確な例であり、DISHという頭字語で要約
することができる（Disorientation［見当識障害］、
Interaction［他者との交流の変化］、Sleep［睡眠の変
化］、Housetraining［排泄の失敗］）。これに罹患した
犬は、表2に示したとおり、活動パターンの変化、学習障
害、社会的な交流や睡眠の変化などを示すことがある。
最近は研究が進められているものの、この病態はまだ過
小診断状態にある（4）。しかし、前老年期および老年期
の動物への関心が近年高まってきていることもあって、
フレイルの概念のように人医学に由来する新しい臨床
評価ツールが、最近犬用に導入され修正されている。

表1　シニア期および老年期の犬の「健康的な老化」とみなさ
れる徴候（出典（2）） 

• 被毛の灰色化
• 特に変化しない脂肪腫の存在
• 被毛と皮膚の軽微な菲薄化
• 歯周病を伴わない歯石
• 中等度までの聴力低下
• 視力低下を伴わない水晶体核硬化症
• クォリティ・オブ・ライフへの影響を伴わない中等度までの
感覚変化

• 老年の基準値範囲内の血液生化学検査の数値
• 骨関節炎が存在しない、または存在しても中等度まで

図1　老化に伴う犬の外見の変化の中には、鼻口部
の灰色化のように「正常」とみなすことができるもの
もある。
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「フレイル症候群」
この概念はヒトの老年医学分野から生まれてきたもの
である（9）。「フレイル」の定義はこの10年ほどの間に進
展してきており、最近はストレス要因になる出来事にさ
らされたときの脆弱性の増大に伴う症候群とみなされて
いる（10）。この臨床状態は、さまざまな身体器官系の
低下が累積した結果であると考えられており、生理的予
備能力の低下が加速度的に進行する点で（11）、正常な
老化とはまったく異なっている。したがって、フレイルは
以下のように定義することができる（12）。

• 恒常性維持能力が制限された状態
• 老化に関連した、ストレス因子に対する生物学的脆
弱性が生じた臨床状態

• 骨格筋の量と質が低下した状態
• ホルモンと炎症の機能が変化した状態

現実的観点から言うと、フレイルは死亡や併存症（すな
わち2つ以上の疾患の存在）と関連し（13）、経時的老化
とは無関係であるが（14）、正常な老化と障害の間を移
行している状態なので可逆的でもある（10）。ただし、フ
レイルは、身体活動の低下、栄養バランスの不良、併存
症、環境要因といった複数の因子によって引き起こされ
る悪循環となってしまうおそれもある。臨床的観点から
言うと、身体活動の回避につながるサルコペニア、筋力
低下、または極度の疲労が見られることもあれば、慢性
炎症やホルモン機能障害などのその他の病態による下
方スパイラルが始まることもある。この症候群は、代謝
異常、炎症性サイトカイン（IL-6、CRP、TNF-αなど）
の増加（14,15）、またはホルモン（ビタミンD、DHEAなど）
の調節異常と関連があるとされている。フレイルへの病
態生理的経路についてはまだ知見が不足しているが、「フ
レイル症候群」という語は現在、良くない転帰（有害アウ

トカム）を迎えるリスクが増大している高齢者（動物）を
指し示すときに広く用いられている。

ヒトの老年医学におけるフレイルの評価方法には2つの
アプローチがあり、どちらも高齢患者における死亡リス
クを適切に予測できるものとなっている（16）。その1つは、
臨床使用するために作成された、以下の5つの基本項目
を特定する表現型モデルである（13）。

• 握力の低下
• 歩行速度の低下
• 身体活動の低下
• エネルギーの低下または自己申告による極度の疲労
感

• 意図せぬ体重減少

この方法を用いると、患者を、フレイルなし（異常な項目
なし）、プレフレイル（1または2項目が異常）、またはフレ
イル（3項目以上が異常）に分類することができる。ただし、
このモデルは、認知、気分、または社会的フレイルなど
の要素を考慮していない（17）。もう1つの一般に用いら
れている方法はこれらの要素を考慮に入れており、フレ
イルを、認知障害、抑うつ症候群、多重疾患、および栄
養不良といった障害の蓄積とみなしている。これは個々
のフレイルを多次元的に見ることができる「フレイルイ
ンデックス」を求める採点システムを採用しているが、フ
レイルと併存症を実際に区別することはしていない（18）。

犬の不健康な老化の評価

上記の2つの方法は、どちらも犬版が最近作成されてお
り、それらは経時的年齢とは関係なく、フレイルを高齢
犬の死亡のリスク因子として特定している。

表2　犬の認知機能不全の顕著な徴候（出典（25））

• 見当識障害：壁の前で立ち往生する、食べ物をなかなか見
つけられない、普段どおりの散歩で帰り道が分からなくなる
など。

• 交流の変化：ペットオーナーや他のペットや環境との接触を
避ける、出迎え行動が見られない、他の人 と々の交流に変化
が見られるなど。

• 睡眠-覚醒周期の乱れ：夜間に起きていて昼間に眠るなど。
• 排泄の失敗：外に出ることを催促せず、室内の寝床の近くで
排泄するなど。

• 活動の変化：自発運動を何度も繰り返す、おやつや遊びに興
味を示さないなど。

• 自発運動の増加：夜間に目的もなく歩き回るなど。
• 新たな恐怖（1～2年前と比較して）：家の中の普通の場所に
恐怖症を示す、他の犬を怖がるなど。

• 記憶障害：記憶を喪失する、学習済みのはずの作業を遂行
できない、新しい作業を学習できないなど。

• 性格の変化：神経症を発症する、攻撃的徴候を示すなど。

 
「フレイルは死亡や併存症と関連
し、経時的老化とは無関係であ
るが、正常な老化と障害の間を
移行している状態なので可逆的
でもある。」

Sara Hoummady
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フレイルの表現型
これは最近、補助犬（主としてレトリーバー）を対象とし
た試験で簡便な老年スコアシート（表3）を用いて評価さ
れている（19）。5つの評価項目のうち2項目以上に該当
した犬がフレイルとみなされるが、この試験では、年齢
を考慮に入れても、フレイルに罹患した犬の方が死亡す
る確率が高くなることが明らかになった。ただし、この
方法はこれまでのところ単一の部分集団でしか試験さ
れておらず、その時の評価法には（ヒトのフレイル表現型
と違って）実際の身体的評価は含まれていなかった。現
在、身体的評価を加えたフレイル表現型評価手順が、メ
ゾン・アルフォールのフランス国立獣医学校で試験され
ている。

フレイルインデックス 
この方法は犬用に修正されたものが最近作成され、より
大きな個体群（さまざまな品種の2歳超の個体）で検証
された（20）。これは表4に示した33項目の潜在的な健
康障害を評価するもので、各項目の点数の合計（0から1
の間）がその犬の状態を示し、0.25以上がフレイル状態
とみなされる。この試験は、点数が0.25を超えた犬はよ
り頻繁にフォローアップ通院を行うべきである、と結論
づけている。

これらの評価ツールは安価であり、フレイル患者または
そのリスクのある患者の標準化されたフォローアップを
推進することができる。しかし、これらは老化の認知に
関する面を実際に探索するものではないため、上記の2
つの方法のどちらかを犬のフレイルの評価に用いる場合
は、老犬の普段の診察の都度、認知能力の評価も実施
するべきである。

認知機能不全の評価

犬の認知機能不全（CCD）の診断は、同様の臨床症状
を引き起こし得る疾患などの医学的原因（例えば、てん
かん、甲状腺機能低下症、関節痛）を除外したのち、初
めて下すべきである。この病態の評価にクリニックで用

いることができる質問票はいろいろあるが、表5に示し
たCCDR（Canine Cognitive Dysfunction Rating［犬
の認知機能不全の評価］）尺度は、最もよく利用されて
いるものの1つである（21）。このツールは、行動障害に
関係する13項目を評価するもので、各項目をその行動
の発現頻度に応じて採点する。最高は80点であるが、
50点を超えた犬はCCDである可能性が高い。

上記の評価時には、変形性関節症に関連した疼痛の評
価も実施することが推奨される。これは、Canine Brief 
Pain Inventory（犬の簡易疼痛評価表）2.などの妥当性
が確認された質問票を用いて臨床現場で容易に実施す
ることができる。

クリニックで実用できる 
老犬支援
フレイルやCCDと思われる症状が現れたら、患者をよ
り精密に観察して病態進行の可能性を把握できるように、

2 www.vet.upenn.edu/docs/default-source/VCIC/canine-bpi-user's-
guide-2017-07

表3　犬のフレイル表現型を評価するための老年スコアシート
（19）

カテゴリー 評価
筋力低下 筋肉量の評価（正常または異常）

極度の疲労 運動（不）耐性の評価（倦怠感や顕著な息切
れとして現れることがある）

身体活動の低下 他覚的（ペットオーナーが報告した）活動レ
ベルの評価

慢性的な低栄養 ボディ・コンディション、食欲、および被毛の
質の総合的な評価（これらの要素に１つでも
最適状態ではないものがあればあるとみなす）

運動能の低下 歩様評価での異常および関節痛の発見（い
ずれかが認められればあるとみなす）

表4　犬のフレイルインデックスの評価項目（出典（19））

1.   �立ち上がるときの補助
2.   �食欲の低下
3.   �食べるときの補助
4.   失禁
5.   �階段を昇るときの補助
6.   �前年と比較した活動の低下
7.   �認知能力の低下
8.   �前年と比較した活力の低下
9.   �運動中の筋力の低下
10. 先天性欠損
11. 体重減少（食事療法や運動によらないもの）
12. 被毛のつやの低下
13. 慢性治療
14. てんかん
15. 見当識障害のエピソード
16. 慢性感染症
17. 内分泌疾患
18. 慢性炎症
19. 急性血管障害
20. がん
21. 糖尿病
22. 変形性関節症
23. 聴覚障害
24. 心筋症
25. 慢性呼吸器系疾患
26. 肝障害
27. 神経学的障害
28. 口腔疾患
29. 視覚障害
30. 慢性消化器系疾患
31. 造血系疾患
32. 皮膚疾患
33. 慢性腎臓病

項目1～21は「なし」（0点）または「あり」（1点）で採点し、項目22～33は「な
し」（0点）、「軽度」（0.5点）、または重度（1点）で採点する。その合計点数を
33で割った値がフレイルインデックスとなる。0.25点以上をフレイル状態と
みなす。
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できるだけ早く評価を実施しなければならない。そのため、
動物クリニックには、高齢患者に良質なケアを提供でき
るように、先回りしていくつかの手順を実施し始めること
が勧められる（表6）。

頻回のフォローアップ診察
前老年期には年1回の老年期検査を所定のものとして
実施することがすべての犬に勧められるが（22）、老年期
になると、少なくとも6か月ごとに、フレイルの犬の場合
は3か月ごとに評価を実施する（4）。その際には、フレイ
ル評価、認知機能評価（CCDRを使用）、および臨床検
査を実施する。症状が現れていない老年期の犬には、6
か月ごとに、または必要に応じてさらに頻回に、最低限
の血液パネル（尿素、クレアチニン、総カルシウム、総タ
ンパク質、アルブミン、コレステロール、ビリルビン、血清
アラニンアミノトランスフェラーゼ、アルカリホスファター
ゼ）を測定する（4,22）。可能であれば尿検査、血糖値測
定、および血液学的検査も含める。犬の環境および習
慣に関する質問票（ペットオーナーが待合室で記入でき

るもの）も、獣医師が推奨事項を策定するのに役立つ場
合がある。

栄養評価および食事指導
老犬の診察では必ず栄養評価を中心に据えるようにす
る。出生時から体重、マッスル・コンディション・スコア
（MCS）、およびボディ・コンディション・スコア（BCS）-
ともにWSAVAが作成-を評価し、患者それぞれの体重
曲線を記録しておく。その目的はサルコペニアを認識す
ることにあるが、これは時として脂肪量の増加によって
隠されているために難しい場合がある。MCSの評価には、
腰椎、側頭骨、肩甲骨、および骨盤骨の触診を含める
（4）。肥満や体重減少に注意する。

表5　犬の認知機能不全の評価尺度（20）

1.   �犬に、行ったり来たりする、円を描くように歩き回る、目的
の方向もなくさまよい歩くといった行動が見られる頻度は
どのくらいですか。

2.    犬が壁や床をぼんやりと見つめている頻度はどのくらい
ですか。

3.   �犬が物陰から抜け出せなくなり動き回れなくなる頻度はど
のくらいですか。

4.   �犬が見知った人やペットを認識できない頻度はどのくら
いですか。

5.    犬が歩いて行って壁やドアにぶつかる頻度はどのくらい
ですか。

6.   �犬が、なでられているときに立ち去ったり、なでられるのを
避けたりする頻度はどのくらいですか。

7.   �犬が床に落ちた食べ物をなかなか見つけられない頻度は
どのくらいですか。

8.   �6か月前と比べて、今は犬が行ったり来たりする、円を描く
ように歩き回る、目的の方向もなくさまよい歩くといった行
動が見られますか。

9.   �6か月前と比べて、今は犬が壁や床をぼんやりと見つめた
りしますか。

10. �6か月前と比べて、犬がそれまで清潔に保たれていた場所
で排尿または排便したりしますか。（犬が排泄の失敗をし
たことがない場合は「同じ」にチェックしてください。）

11. �6か月前と比べて、犬が床に落ちた食べ物をなかなか見つ
けられないことがありますか。

12. �6か月前と比べて、犬が見知った人やペットを認識できない
ことがありますか。

13. �6か月前と比べて、犬の活発さの程度はどうですか。

質問1～6に対する回答は、「まったくない」（1点）、「月1回」（2点）、
「週1回」（3点）、「1日1回」（4点）、「1日2回以上」（5点）である。
質問7に対する回答は、「まったくない」（1点）、「1～30%の頻度」
（2点）、「31～60%の頻度」（3点）、「61～99%の頻度」（4点）、「常
に」（5点）である。
質問8～12に対する回答は、「ずっと少ない」（1点）、「少し少ない」
（2点）、「同じ」（3点）、「少し多い」（4点）、「ずっと多い」（5点）であ
る。質問11の点数には2を掛け合わせ、質問12の点数には3を掛け
合わせなければならない。
質問13に対する回答は、「ずっと大きい」（1点）、「少し大きい」（2
点）、「同じ」（3点）、「少し小さい」（4点）、「ずっと小さい」（5点）であ
る。

点数を合計してその犬の評点とする。可能な最高点は80点である
が、50点超はCCDを示す。

表6　前老年期および老年期の検査のための評価基準ならび
に評価に役立つ利用可能ツール

評価基準 ツール 実施者

フレイル

フレイル表現型（19）
5分

フレイルインデックス（20）
10分

犬の認知機能評価 CCDR質問票
5分（待合室で実施）   

筋肉状態スコア WSAVA筋肉状態スコア
2分

ボディ・コンディショ
ン・スコア

WSAVAボディ・コンディ
ション・スコア
2分

環境評価 10分（待合室で実施）
  

一般臨床評価 10分

栄養評価 給与量計算機
10分    

血液検査 院内診断機器
30分

尿検査 院内診断機器
15分

骨関節炎関連 
疼痛評価

犬の簡易疼痛評価表 1, 
ヘルシンキ慢性痛指数 2

5分（待合室で実施）   

クォリティ・オブ・
ライフ

HHHHHMM尺度／ 
グレーマズルアプリ
5分（待合室で実施）   

3�http://www.vet.upenn.edu/docs/default-source/VCIC/canine-bpi-user's-
guide-2017-07 

4�https://www.fourleg.com/media/Helsinki%20Chronic%20Pain%20Index.pdf
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毎日の食事によって供給される栄養とエネルギーの摂
取量の評価は不可欠である。理想的には、その犬の詳
細な栄養摂取歴を聞き取って給与量計算機を用いて評
価するべきであるが、適切なソフトウェアプログラムを
用いて分析すると給与量をより精密に評価することがで
きる。前老年期および老年期の犬には特殊なニーズが
あるため、適切な栄養を十分に与えることが常に推奨さ
れる（23）。実際、サルコペニアと栄養不良はフレイル全
体の土台的役割を果たしている。慢性腎臓病（CKD）や
その他の病的状態が存在しない限り、犬のタンパク質
要求量は老化とタンパク代謝回転率上昇により増加す
ることもある。そのためタンパク質の質も（市販ペットフー

ドや栄養士が計算した自家製の食事を用いて）最適化
する必要があるが、それにはタンパク加水分解物がおそ
らく役に立つ。ある研究は、健康なシニア犬では摂取カ
ロリーの25%を良質のタンパク質から摂取することを
推奨しており（24）、サルコペニアが存在していて禁忌
（CKDなど）がない場合、この量はもっと多くしてもよい
と考えられる。BARF型の食事（生食フード）は前老年
期および老年期の犬には勧められないので注意が必要
である。

シニア犬では食事に含まれるリンの量を必要に応じて
制限する必要があり（DM〔乾物値〕で目標0.3～0.7%）、
関節痛にはEPA（エイコサペンタエン酸）やDHA（ドコ
サヘキサエン酸）などのオメガ-3製品が推奨される。犬
の変形性関節症には1000kcalあたり2.5gの海産物由
来オメガ-3が推奨されており（24）、実際には1000kcal
あたり2g以上の海産物由来オメガ-3が必要である。こ
れらの多価不飽和脂肪酸（PUFA）には抗炎症作用があ
り、フレイルは炎症と関連しているため、この作用は重
要である。ただし、栄養とフレイルを組み合わせた試験
は犬では実施されておらず、これらの推奨事項のほとん
どは人医学から外挿したものである（25）。食事に適切
な量のビタミン・ミネラル類が確実に含まれていることも
重要であり、自家製の食事を与える場合は必ずサプリメ
ントを使用すべきである。

認知機能不全はフレイルの一部であるため、この面にも
着目した栄養補給を行う必要がある。CCDの犬には、
環境エンリッチメント（以下で考察）と合わせて、抗酸化
物質の給与が推奨される（したがって必要に応じて食事
にこれを補充するべきである）（23,26）。最近、認知機

図3　さまざまなおもちゃやパズルフィーダーを与え
ることは、高齢犬にとって有益な認知刺激になること
がある。
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「サルコペニアと栄養不良はフレ
イル全体の土台的役割を果たし
ている。…シニア期および老年
期の犬には特殊なニーズがある
ため、この年齢層のすべての動物
に適切な栄養を十分に与えるこ
とが推奨される。」

Franck Péron

図2　運動はフレイルに該当する犬を含むすべての
犬に有益であるが、散歩は平坦な地形で、ゆったりと
した速さで、短時間で済ませるべきである。
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能不全に対する栄養戦略として、中鎖脂肪酸トリグリセ
リドが脳に良い代替エネルギー源となることが示された
（26）。CCDの臨床症状を示している犬に有用な医薬品
もいくつか存在し、これにはセレギリン（0.5～1mg/kg
を24時間ごとの朝に経口投与）とプロペントフィリン（2.5
～5mg/kgを12時間ごとに経口投与）が含まれる（26）。
ただし、臨床獣医師は、これらの医薬品を投与する前に、
併存する病的状態などの潜在的リスクを必ず検討しな
ければならない。 

環境管理と認知刺激
フレイルの犬には、ペットオーナーが与える環境とクォ
リティ・オブ・ライフも重要である。犬には活動を促すべ
きであり、一般には臨床状態に応じた時間の長さの散
歩が推奨される（図2）。必要に応じて調節した運動（短
時間のゆったりした散歩や水泳など）は筋肉量の維持に
役立つ。

さまざまな匂いや触感の刺激を提供すると、感覚を刺激
し、認知的動機を与えることができる（図3）。食べ物で
動機づけを行うおもちゃ（パズルフィーダーなど）や好ま
しい交流（ペットオーナーとの遊び、他の犬との社会的
交流など）と学習の継続を組み合わせるのは有用である。
散歩で新しい場所を探検するのも役立つことがある。眠
るための場所を複数提供することは有用な場合もあるが、
寝床や食事場所を頻繁に移動させることは避けるべき
である。同時に不可欠なのは、予測可能で安全な環境

を整えることである。これは、食事と散歩の時刻を決め
て確実に守ること、そしてストレスを与える騒音を避ける
ことで達成することができる（26）。犬のクォリティ・オブ・
ライフについてペットオーナーと定期的に話し合うべき
であり、HHHHHMM尺度（反対側のページの囲みを参
照）や ITソリューション（VetMetrica質問票や「グレー
マズル（灰色鼻口部）」アプリなど）のようなツールは、犬
に年齢と病状の影響がどのくらい現れているかを評価す
る助けになるし、終末期への備えに役立つこともある。

著者らは、本稿作成時に貴重なコメントを寄せてくださった
Dr. Delphine Moniot, Dr. Charlotte Devaux および Prof. Loïc 
Desquilbet に謝意を表する。
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犬の老年獣医学への関心は高まりつつあり、特に
フレイル症候群-およびこの問題を評価できる簡
単な方法-は、開業獣医師に犬の患者の生物学的
老化を推算し、経時的老化以上のことを知る機会
を与えてくれる。老犬に特化した老犬専用の診察
を実践することにより老犬に対するケアと投薬を
迅速に調整することができれば、ペットオーナーの
アドヒアランス（病気に対する治療内容を十分に理
解し、納得して自らの意思で遵守する概念）を促進
し、犬が健康的に老いて行くのを手助けすることが
できる。犬のフレイルに対する微生物叢の影響など、
まだ解明されていない問題は多くあるが、今後行
われる長期試験が獣医療界に新たな解答を提供し、
犬たちがより健康的な老化を遂げるのを助けてく
れるはずである。

結論
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0～10で 
採点 基準

HURT •	 �患者に呼吸困難を含む苦痛はあるか。
• ペットの苦痛はうまく管理できているか。酸素は必要か。

HUNGER
• ペットは十分に食べているか。
• 手で食べ物を与えることは助けになるか。
• チューブ栄養は必要か。

HYDRATION
• ペットは脱水しているか。
• 問題解消には1日1～2回の皮下輸液で十分か。
• 忍容性は良好か。

HYGIENE
• ペットはブラッシングや特に排泄後の清拭などをきちんと施されて
いるか。

• 褥瘡はないか。

HAPPINESS
• ペットは喜びや関心を示しているか。
• 周りの物事（家族やおもちゃなど）に反応するか。
• 抑うつ、孤独、不安、退屈、恐怖はないか。
• 孤立状態を最小化するために、ペットの寝床をキッチンのそばに置
いたり、家族の活動場所の近くに移動させたりできるか。

MOBILITY

• ペットは助けなしに起き上がることができるか。
• 人や器械（カートなど）の助けが必要か。
• 散歩に出かけたがっているように見えるか。
• 痙攣発作やつまずきが見られるか。
注意：断脚より安楽死の方が望ましいと考えるペットオーナーもいるが、
動物は、運動能が限られていても鋭敏でよく反応し、家族に良質なケ
アを提供してもらえる限り良好なクォリティ・オブ・ライフを維持でき
る場合がある。

MORE GOOD 
DAYS THAN BAD

• 悪い日の方が良い日よりも多い場合、ペットの苦痛は相当なもの
で、クォリティ・オブ・ライフの悪化は甚だしいと考えられる。

• 人と動物の健全な心の触れ合いがもはや不可能な場合、ペットオ
ーナーは最期が近いことを覚悟しなければならない。

TOTAL 合計が35点を上回っていれば、そのペットのクォリティ・オ
ブ・ライフは許容できるものと言える。

Dr. Alice Villalobosによる独創的概念、腫瘍学展望「クォリティ・オブ・ライフ尺度は最後の決断を助ける」（VPN, 09/2004）。Dr. Villalobosの寛大なる
許可を得て、著書「Canine and Feline Geriatric Oncology: Honoring the Human-Animal Bond」（Blackwell Publishing, 2007）より転載。
https://pawspice.com/quality-of-life-scale.htmlからダウンロードできる。

+

+

+

+

+

+

=

0から10までの尺度（0＝許
容不能、10＝優秀）を用いて
患者のクォリティ・オブ・ライ
フを評価することができる。HHHHHMM尺度

苦痛

空腹感

体水分状態

衛生状態

幸福感

運動能

合計

良い日の方が悪い日より多い
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ワーキングドッグは、その任務において関連する多くのことを要求さ
れる。本稿では、このグループに属する犬の子犬時代の適切なスター
トが、どのようにして生涯にわたる活動の準備となり得るのかを探索
する。

子犬の神経発達と
コンディショニング

キーポイント

1

子犬時代にその発達
段階に適した社会化とコン
ディショニングが施されれば、
すべての犬が相当に高いレベ
ルの生理的および行動的健
全性を身に付けることがで

きる。

2

競技犬およびワーキング
ドッグはその任務に応じた特
殊な身体的要求を課されてお
り、それがある種の怪我のリ
スクを高める場合がある。

3

子犬に適切な社会化およ
びコンディショニングを施す
ためには、犬たちの神経発達
の時期と順序を深く理解する

ことが必要である。

4

コンディショニング
プログラムは人の青少年
アスリートの能力を向上さ
せて筋骨格系の損傷を低減す
るが、犬においても子犬時代
に同様の介入を行うことで
同様の利益が得られると

予想される。

イントロダクション
ワーキングドッグおよび競技犬（ここでは併せてパフォー
マンスドッグと呼ぶ）は、その任務や競技に応じた独特
な一連の身体的な能力を要求される職業アスリートで
ある。犬自身の安全と多くの人々の安全が、犬のスピー
ドと敏捷性といった任務遂行能力に依存することになる
ため、彼らへの期待は大きく、能力不足は大きな痛手と
なる。これらの犬たちはしばしば、即座に全速力で追跡
することを求められたり、さまざまな地形を歩き回って
捜索することを求められたりする。さらに、これらの専門
的な犬の訓練には資源が集中的につぎ込まれており、
その能力がピークの状態をできるだけ長く保ち続けるた
めに、強いインセンティブ（行動意欲を促す動機や刺激）
が必要になる。これらの犬を確実に、そして適切にコン
ディショニングすることは、本来の任務、つまり、犬たち
のケアと奉仕が要求される事象に対する備えとして極め
て重要である。パフォーマンスドッグとして生まれた犬
のコンディショニングと機能的神経筋トレーニングは、
子犬の頃から始める必要がある。人のスポーツから得
られたエビデンスによると、この早期のスタートが能力
を最適化し、怪我のリスクを減らすことになると期待さ
れる。

もちろん、すべての子犬がパフォーマンスドッグになるわ
けではないが、家庭犬になる予定の子犬にも、パフォー
マンスドッグに適用されるものと同じコンディショニング
原理を適用することができる。訓練して運動の基礎を子
犬に習得させておくと、成犬になったときに大きな見返
りが得られることになる。運動が人に有益なのと同じよ
うに、コンディショニングで作り上げられた基盤は、犬の
体重維持に役立ち、より健康的な代謝プロファイルに寄
与し、怪我やある種の慢性疾患のリスクを低減し、生涯
にわたって犬が痛みを感じることなく動ける体づくりを
促進する。

パフォーマンスドッグに対する
身体的要求
高度な作業やスポーツを行う犬のコンディショニングプ
ログラムを策定するためには、通常の活動時に犬に求め
られる生理学的および生物力学的要求を完璧に理解し
ていなければならない。犬が参加する活動は、娯楽的な
追跡ゲームから高度な運動競技や任務まで多岐にわた
る。その際の運動の量や強さも低レベルから高レベルま
でさまざまであり、週末だけハイキングに出かける程度
かもしれないし、スポーツ競技、捜索や救助、短距離走
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や長距離走に参加する一流選手並みかもしれない。こ
れらの活発な犬のほとんどは、その活動中に、全力疾走、
障害物の飛び越え、全速力での鋭い方向転換、壁や塀
のよじ登り、不安定な足下の移動、脊柱への強い圧迫
や曲げる力に耐えることなどを強いられる場面に遭遇す
る。匂いを検出する場面では、室内、大きな土地区画、
乗り物、その他の場所の探索を強いられ、そのときには、
疲れることなく不安定な地形の上を這うように、または
率先して進まなければならない（図1）。そのため、犬た
ちが最大限の能力を発揮するためには、強さ、持久力、
柔軟性、固有受容感覚、平衡感覚といった多くの身体
特性が必要になる。これらの能力のいくつかは、品種、
月齢、食事、環境、および子犬の発達に影響するその他
の因子を考慮に入れながら、子犬時代に安全に身に付
けさせることができる。

パフォーマンスドッグの
筋骨格系損傷
パフォーマンスドッグが活動中に負うかもしれない怪我
の種類と頻度を知っていれば、トレーニングプログラム
に予防戦略を組み入れることができる。文献にはパフォー
マンスドッグが負った筋骨格系損傷に関する情報も存
在するが、それらのエビデンスの中には、獣医師がきち
んと記録した診断ではなく、ペットオーナーやハンドラー
の記憶に頼ったものもある。軍用犬245頭の記録をレト
ロスペクティブ（後ろ向き）に評価して退役理由を判定し
た研究では、脊髄疾患および／または変形性関節疾患
（DJD）が5歳以上の犬の退役理由の56.3%を占めてい
ることが明らかになった（1）。同様に、それより古い軍用
犬927頭の記録に関する後ろ向き研究では、死亡また

は安楽死の理由の上位3つに四肢のDJD（19.2%）およ
び脊髄／馬尾疾患（15.6%）の2つが含まれていたと報
告している（2）。イラクへの出征中に戦闘外の怪我で治
療を受けた軍用犬に関する研究では、筋骨格系損傷が
治療理由として4番目に多かったことが示され（3）、救急
治療を受けた警察犬とペットのジャーマン・シェパード・
ドッグを比較した報告では、整形外科的損傷がペット集
団よりも警察犬集団で多く認められていた（4）。意義深
いのは、ニュージーランドの警察犬ハンドラーが、機能
的に正常な犬は29%しかおらず、機能評価の成績は年
齢とともに明らかに下がって行く、と報告していることで
ある（5）。2001年9月11日のテロ攻撃直後に現地派遣
された捜索救助犬では、捜索時間のべ1,000時間あた
り2件の整形外科的問題または脊髄の問題が発生して
いた一方（6）、アジリティ犬ハンドラーの後ろ向きウェブ
調査では、訓練犬および競技犬の32%に1回以上の怪
我が発生していた（7）。ハンドラーを対象とした別の調
査でもほぼ同一の怪我発生率（33%）が報告されており
（8）、それらの怪我の58%は競技中に発生していた。こ
ういった情報をまとめて考えてみると、パフォーマンスドッ
グの医学的介入および任務や競技からの引退には筋骨
格系の怪我や病気が主要な一因となっているようであり、
これは予防戦略を策定する必要性が非常に高いことを
実証している。

怪我予防および能力強化の
ためのプログラム
人では、神経筋トレーニングプログラムを取り入れるこ
とが青少年アスリートの筋骨格系損傷のリスク低減に
役立つとされている。そのプログラムの内容は研究によっ

Andrea L. Henderson, 
DVM, MS, Dip. ACVSMR, Department of Defense Military Working Dog Veterinary 
Service, San Antonio, TX, USA
米国陸軍獣医師団の少佐であり、テキサス州サンアントニオでスポーツ医学・リハビリテーション科
長の任に就いている。2014年にノックスビルのテネシー大学でスポーツ医学とリハビリテーションの
研修を終えて修士号（運動生理学）を取得し、2016年には専門医の資格を取得した。ワーキングドッ
グと補助犬に熱い思いをもっており、彼らのための予防的コンディショニングプログラムの策定に励
んでいる。

Bess J. Pierce, 
DVM, Dip. ABVP, Dip. ACVIM, Dip. ACVSMR, Lincoln Memorial University College of 
Veterinary Medicine, TN, USA
チューレーン大学で生物学の学士号を取得し、オーバーン大学で野生生物学の修士号と獣医師の資
格を取得した。現在はリンカーン記念大学で准教授として小動物内科学と犬のスポーツ医学を教え
ている。ペンシルベニア大学獣医学部付属ワーキングドッグセンターの犬のパフォーマンス科学・リ
ハビリテーション科の非常勤准教授も務めており、さらに米国陸軍獣医師団（現在の階級は大佐）に
は28年近く勤務していて、主として軍用犬の健康とフィットネスを担っている。犬と猫の診療、小動物
内科学、および犬のスポーツ医学の委員会認定資格を持つDr. Pierceの最大の関心は、犬のスポー
ツ医学とリハビリテーション、コンディショニングと怪我の予防、および獣医学教育に向けられている。
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類似の介入戦略を子犬時代に取り入れておけば、これ
らの犬における任務中の怪我を減らすことができる可能
性がある。初めて経験するさまざまな状況の足下、障害
物、および人との交流を経験させるようなプログラムは、
ワーキングドッグとなる子犬に、ナビゲーション能力、自
信、身体意識、および固有受容感覚を含む付加的なベ
ネフィットを与えることになると期待される。著者らの知
る限りでは、子犬の成長時期に合わせた安全かつ効果
的なプログラムの評価やデザインというものは発表され
ていない。適切な成長段階における神経筋トレーニング
プログラムを策定するためには、子犬の神経発達を理
解していなければならないが、これは人間の子どもの発
達段階と関連付けて考えることができる。

ヒトの神経発達と 
運動能力への影響
子どもの神経運動スキルは、頭尾（頭部から下肢への）
方向、かつ近遠（体幹から四肢遠位部への）方向に発達
するようである。生後1年間は反射的運動期にあり、こ
の期間に子どもは自身の身体と周囲の世界について学
習するが、これが身体と脳の間の神経ネットワーク構築

てまちまちであるが、一般に平衡感覚と固有受容感覚
に着目した運動、プライオメトリクス（瞬発力を高めるト
レーニング）、および協調運動が組み入れられている。
さまざまな若年スポーツのトレーニングカリキュラムに
プログラムを取り入れて6週間以上実践すると、若年ア
スリートのスポーツに関連した下肢の怪我全体（9-11）、
ならびに前十字靱帯断裂（12）および足首の捻挫（13）
のような個別の怪我の発生率が減少するだけでなく、平
衡感覚と身体意識の向上（14）も得られることが実証さ
れている。ただし、これまでのエビデンスの主要部分を
成す研究のほとんどは中学生から高校生の子どもたち
を対象としており、さらに年少の子どもたちにおける怪
我の予防と能力向上、および個別のトレーニングプログ
ラムの比較については今後の研究が待たれるところであ
る。

人の若年アスリートにおけるスポーツ関連の怪我につい
ては、コンディショニング不良が主なリスク因子になっ
ているようであるが、多くのワーキングドッグでも、その
任務によって必要とされる身体的要求があるにもかか
わらず、驚くほど不十分なコンディショニングしか施され
ていない状況にある。人のアスリートが負う怪我の中に
はワーキングドッグが負う怪我に相当するものもあるため、

図1　捜索救助犬が歩き回らなければならない不安定な地形の代表である瓦礫の上に立つ都市部の捜索救助犬
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に影響する。最初に存在するのは哺乳反射や吸乳反射
のような原始反射である。次に、後に行われる随意運動
への準備として、姿勢反射が発達し始める。これには、
平衡を見極める立ち直り反射、やがて随意運動へと移
行する腹這い反射、および手掌把握反射が含まれる。
乳児は生後1年間を通して頭部と頸部を制御して安定
させることを学び、稚拙な随意運動を始める。この運動
は満1歳頃に制御され始め、より方向の定まった四肢部
分の運動と物体や環境の意図的操作が可能になってい
く。

3歳頃から7歳頃までの「基本的運動」期の間に、子ども
は身体動作と運動潜在能力を探って、どんどん複雑化さ
せていく。動作は、初めのうちは協調性がなく、大げさ
な傾向があるが、3歳頃から5歳頃までのいわゆる新た
な形成期で徐々に制御性と正確性が増していく。これに
は、走る、ジャンプする、平均台の上や片足でバランスを
取るなどの動作の発達が含まれ、この時期の後半まで
には物を投げたり受けたりする動作も発達する。運動
競技に必要なさまざまな基本的スキルを外から操作で
きるようになるのがこの成長段階であり、これは極めて
重要である。というのも、この時期の基本的な運動の発
達には環境からの刺激が大きく影響するからである。事
実、ある種の動作は、外部からの操作によって訓練され
洗練されることがないと、大人になっても形成期の時の
稚拙な状態のままとなることがある。7歳以上になると
日常生活に必要な簡単な動作のスキルが向上していく
が、環境や文化、生まれ持ったものの影響によっては、
13歳頃まで、特定のスポーツに必要な一連の運動がど
んどん複雑化して非常に正確なものへと発達し続けるこ
ともある。14歳以降の「生涯学習」期になると、本人に
よるスキルの訓練と活用、そして遺伝的なばらつきにより、
最終的に他の人とは違うエリートアスリートになれるか

どうかが決まることになる。この時期にはスキルの発達
を向上させられる可能性が極めて大きく、若年アスリー
トの研究のほとんどはこの年齢層をターゲットにしている。
不適切な成熟段階で特殊なスキルを発達させようとし
ても、その効果は限定的なようである（15）。

子犬の神経発達

当然のことながら、子犬の中枢神経系は人と比べるとか
なり急速に発達する。子犬の脊髄は6週齢で成熟に達し、
脳は4か月齢までに成犬の脳の機能の96%を備えるほ
どに成熟する（16）。ただし、神経運動の発達が進行す
る方向と順序は人と同様と思われる。子犬は完全な前
庭機能を持って生まれてくるため、出生直後から適切な
哺乳姿勢をとることができる。生まれたときにはまだ筋
協調性や四肢の体重支持能は備わっていないが、直立
姿勢は生後10～14日で発達する（図2）。前肢で体重を
支えた最初の一歩は生後5～6日目に観察され、続いて

 
「家庭犬になる予定の子犬にも、
パフォーマンスドッグに適用され
るものと同じコンディショニング
原理を適用することができる。ト
レーニングして運動の基礎を子
犬に習得させておくと、成犬になっ
たときに大きな見返りが得られる
ことになる。」

Andrea L. Henderson

図2　米国軍用犬繁殖プログラムで生まれた一組の
16日齢の同腹子
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図3　基礎トレーニングを始めた幼い子犬。生後13
週までの間にさまざまな初めての環境、人、物に遭
遇させることが極めて重要である。
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生後7～10日目には後肢で体重を支えた歩行が見られ
る。2週齢までには前肢と後肢の両方で体重を支えられ
るようになり、生後18～21日目には協調性のない歩様
ではあるが歩き回ることができるようになる。脊髄反射
と伸張反射は生後2～3日以内に始まると考えられるが、
初めは弱く、筋緊張がさらに発達する3週齢頃までは解
釈するのが困難である。肢の触覚性踏み直り反応は5
週齢で一貫して見られるようになるが（まず前肢から）、
品種によるばらつきはあるものの6～8週齢頃までには、
前肢とそれに続く後肢の姿勢反応を含めて、成犬と同じ

姿勢やバランスの取り方がはっきりと認められるように
なる（17）。

子犬の行動面の発達には感覚的社会化期が含まれ、こ
れは13週齢で終了する。パフォーマンスドッグになる子
犬には、この時期の環境操作とさまざまな視覚的、聴覚
的、および触覚的刺激が極めて重要である。子犬に集
団育成施設、家庭環境、および人 と々の出会いを適切に
経験させることは、ストレスを大きく減らし、行動面の結
果を変容させることが示されており（図3）、これはパフォー
マンスドッグとしての能力向上につながる（18）。

ヒト以外の種においても身体組成などの遺伝的特性は
能力に影響するが、これらの能力は神経筋トレーニング
のような適切な環境操作によって劇的に高めることがで
きる。馬を対象としたある研究（19）では、スピード能力
のうち遺伝によって説明がつきそうな部分は約35%に
過ぎず、残りの65%は、栄養、トレーニングおよび飼養
管理といった環境因子によるものであることが示されて
いる。犬ではこの分野の研究はほとんど行われていない
が、早期のコンディショニングによって、イヌ科動物種の
最適とは言えない遺伝的特性をある程度までは克服で
きると考えられる。ワーキングドッグの子犬を、管理さ
れた環境内で週に5日運動させると、やる気と自信のス
コアが向上し、米国運輸保安局の探知犬に要求される
作業のいくつかについて成績が良くなることが示されて
いる（20）。ただしこれは、これらの子犬と厳密に週に1
時間だけ運動させた子犬を比較した結果であるため、
能力について望ましい結果が得られる臨界的な最小頻
度というものがあるのかどうかは不明である。オースト
ラリアの税関探知犬では、成犬になったときの能力を3

 
「パフォーマンスドッグが最大限
の能力を発揮するためには、強さ、
持久力、柔軟性、固有受容感覚、
平衡感覚といった多くの身体特
性が必要であり、これらの能力の
いくつかは子犬時代に安全に身
に付けさせることができる。」

Bess J. Pierce

図4　柔らかくて変形する台の上に前肢を載せてバ
ランスを取ることを学習している5週齢の子犬
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図5　障害物をまたいで歩くことを学習している14
週齢のラブラドール・レトリーバー
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か月齢までにある程度予測できることが実証されており
（21）、陽性強化が成功率上昇と相関していた。これは、

12週齢までの子犬に対して、神経の発達に影響する介
入を行うことが有益であることを示唆している。

子犬の神経筋トレーニング

パフォーマンスドッグであろうとコンパニオンドッグであ
ろうと、人と動物の絆、レジリエンス（嫌なことから立ち
直る回復力）、そして人との適切なコミュニケーションを
発達させるためには早期の子犬の社会化が極めて重要
である。社会化プログラムは、子犬を人、動物、異なる
環境を含むさまざまな新しい刺激に曝露することで構
成される。このようなプログラムの影響は、専門繁殖施
設やワーキングドッグ訓練所で育成された子犬では一
層顕著なものとなる。まだ動き回れない生後数週間の
子犬は、限定的な触覚、温度および運動刺激にも敏感
なので、生後3週間以内にハンドリングやその他の身体
的刺激を子犬の経験バンクの中に収めるべきである
（22）。ある研究では、ワーキングドッグの子犬の集団を
対象に、生後3日目から16日目までの間に刺激を与える
というプログラムが評価された。操作は1日1回3～5秒
間実施され、それには頭と身体の位置の変更、趾の間へ
の触覚刺激の適用、および温度刺激（冷やしておいた濡
れたタオルの上に子犬をほんの一瞬寝かせる）が含まれ
た。これらの介入を受けた子犬は、より探索的で活発で
あり、競争状況でより積極的であり、問題解決の場面で
より落ち着いていて苦痛シグナルや間違いが少ないこと

が認められた（23）。社会化臨界期の残りの期間である
3週齢から12～14週齢までの子犬には、さらに複雑な
視覚的、聴覚的、および触覚的刺激を導入することがで
きる。初めての感触の足下、障害物、およびその他の環
境刺激への曝露は、神経筋コンディショニングの早期
適用と同時に進めることができる（図4）。

子犬のコンディショニングプログラムは、バランスと安
定性、基本的な機能面の適合性、および-最終的には-
特定の活動をターゲットにしたスキルに焦点を絞るべき
である。子犬が生後3週目に入ってぎこちない協調性の
ない運動を始める頃になれば、運動学習により特化し
た介入を開始することができる。例えば、支えられなが
らの静止バランスは、発泡材のクッションのような少し
不安定な足下の上に子犬を立たせることにより導入す
ることができる。子犬が歩き始めて協調運動が向上して
くると（3週齢から6週齢）、バランス運動をより動的なも
のにすることができる（例えば、発泡材のパッドやマット
レスのような起伏のある足下の上を歩かせるなど）。5週
齢になって触覚性踏み直り反応が現れたら、子犬が歩
く進路に小さな障害物を置いたり、足下の地形に変化
を持たせたりすることができる。 

固有受容感覚トレーニングは、特に後肢にとって極めて
重要である。トレーニングされていない犬は、障害物の
中で安全に協調性のある歩行をするために必要な、後
肢の身体意識が不足しているのが典型的である。12～
16週齢になると、外転、内転、および回転運動をトレー
ニングに導入して、箱に出入りする、バランスディスクや

図6　短時間の水泳の合間に休憩している米国軍用
犬の子犬
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図7　運動の休憩中に固有受容感覚トレーニング用
空気注入式器具が極めて快適なことに気づいた米国
軍用犬の子犬
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その他の空気注入式器具を用いた適度に不安定な足
下の上を歩く、歩きながら方向転換するなどのより要求
度の高い作業を行わせることができる（図5）。負担の少
ない心血管系トレーニングも始めることができる。30秒
間の短い水泳やおもちゃを追いかける水中歩行は特に
有益である（図6）。4～6か月齢の子犬には、不安定な
足下での姿勢の遷移（立つ-座る-立つ、立つ-伏せる-
立つ）（図7）や極端な姿勢からの立ち直りのように、さら
に複雑な機能的作業を導入することができる。また、障
害物をまたいで歩きながら向きを変える、腹這いで進み
ながら向きを変えるといった複合的な動作も可能になる。
ごほうびを探して障害物の中を縫って進むような作業
指向性問題解決型活動も含めるべきであり、水泳は1回
の時間を1～2分に延ばすことができる。6～12か月齢
の子犬には、例えばハシゴの横木の上を歩く、足下が不
安定な場所で探索する、斜面を上り下りする、車椅子に
乗って前肢で歩くなど、より特異的で細かい動きのスキ
ルを導入することができる。この段階では、すでに導入
済みの機能的スキルに含まれる細かい動きの改良も図
るべきである。12か月齢になると、明確な任務または運
動競技の要求事項に応えるための能力の最大化を目指
して、高度に特異的なスキルに磨きをかけるトレーニン
グが可能になる。これには、複雑なアジリティ運動の段
階的な積み上げや、速いペース、高負荷または瞬発力を
要するといった活動が含まれる（16）。

子犬には、その神経運動発達レベルに応じた、未閉鎖
骨端線（骨格が未熟な若年動物で最も損傷されやすい
身体構造物の1つ）などへの損傷リスクを最小化する安
全なコンディショニングプログラムを実施するべきであ
る（24）。ほとんどの大型犬種は12か月齢頃まで四肢の
成長板が開いたままであるため、人の青少年向けのス
ポーツプログラムの多くはプライオメトリック・トレーニ
ングを取り入れているが、骨格が未熟な子犬では負荷
の大きい力が繰り返しかかるような運動（高所からの飛
び降り、長時間のランニングなど）は避けるべきである。

本稿のコンディショニング活動はワーキングドッ
グの能力向上と怪我のリスク低減を目的としたも
のであるが、これらの環境刺激の漸進的操作は、
家庭のペットからプロのアスリートに至るまでのす
べての子犬に有益なようにデザインされている。こ
れにより犬は、複雑な機能的作業の中だけでなく
日常生活の基本的な活動の中においても、問題解
決能力を身に付け、自信を高め、能力を向上させる
ことができる。犬の神経発達段階と運動学習段階
を理解し、その知識を活用して機能的トレーニン
グを漸進的に適用する獣医師は、人と動物の絆を
強め、怪我のリスクを減らし、あらゆる能力面のクォ
リティ・オブ・ライフを全体的に高めることにより、
子犬の発達を補助することができる。

結論
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公務に従事する犬（以下、サービスドッグという）は、今日の社会で
さまざまで独特な役割を担っている。これらの犬たちの健康状態を
最大限に持ち上げて、そして維持するという点において、獣医師は大
きな役割を果たしている。Tara Edwards獣医師が解説する。

サービスドッグの怪我の予防

キーポイント

1

サービスドッグは整形外科
疾患や筋骨格系損傷のリスク
が高いが、それは主に品種の
素因と職責によるもので

ある。

2

コンディショニン
グプログラムは、基礎
的な運動能力や体力（そ
の任務に対する適性や健全
性を含む）を向上させ、パ
フォーマンスを高め、将来の
怪我のリスクの低減におい
て貴重な役割を果たす
ことができる。

3

怪我からの回
復期には、身体の組

織が職務によるストレスに
対してしっかりと耐えること
ができるための、また、怪我の
再発リスクを低減するための
正式なリハビリテーション
スケジュールが重要で

ある。

4

獣医師とハンドラーの両方
による定期的な評価は、異常
や怪我の早期発見の助けとなり、
その後の治療介入による成功
をしばしば可能にする。

ムの貴重な一員であり、人の安全を確保し、そしてその
安全性を高める上で極めて重要な役割を果たす。彼ら
の普段の任務とハイリスクの場面で活動する可能性を
考えると、予防獣医療の最大の焦点は、安全の保証、怪
我の防止、および在任期間の延長ということになる。

基礎疾患と職務上の危険

任務によっては犬種の（形態による）向き不向きがある
ため、サービスドッグの体型と大きさは職務によりさま
ざまである。サービスドッグに多い犬種は（これらに限ら
ないが）ジャーマン・シェパード、ベルジアン・マリノア（図
2）、ラブラドール・レトリーバー、ロットワイラー、および
ビーグルであるが、このことがサービスドッグのいくつか

イントロダクション
2016年、私たちは9.11グラウンド・ゼロ救助作戦を手
伝ってくれた最後のサービスドッグに別れを告げた。同
じようなことが起こるたびに、誠実に奉仕して守ってくれ
るこれらのドッグヒーローたちに私たちがどれほど頼っ
ているかを思い知らされる。サービスドッグ（またはK-9
ユニット）は現在、捜索と救助、警察、軍事作戦、および
安全保障のさまざまな場面に一般に用いられている。
北米では、米国連邦捜査局、米国税関国境警備局、米
国運輸保安局、カナダ軍、およびカナダ国防総省がこれ
に含まれる。これらの犬の職務内容は多種多様であり（図
1）、パトロール、追跡、探知（爆発物、銃器、弾薬、麻薬、
死体）、逮捕、および行方不明者や大量に死傷者が出る
事件の時の捜索と救助などがある。サービスドッグはチー

Tara R. Edwards, 
DVM, Dip. ACVSMR, CCRT, CVPP, cVMA, VCA Tri Lake Animal Hospital and Referral 
Centre, Kelowna, BC, Canada
2002年にサスカチュワン大学ウェスタン獣医学校を卒業し、2006年に犬のリハビリテーション療
法士の資格（CCRT）を取得した。現在は個人動物病院に勤務し、リハビリテーション・鍼治療科
を担当している。その関心領域には、老年医学の質の向上、疼痛管理の水準の引き上げ、および
動物用装具が含まれ、国際獣医疼痛管理学会から獣医疼痛管理専門医の資格［CVPP］を取得し
ている。また、アメリカ獣医スポーツ医学・リハビリテーション学会から認定を受け、獣医鍼治療
のcVMA資格も保有している。
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な障害物があったりする予測不能な環境内で作業する
ことを求められ、高速で動くこともあるため、アジリティ
競技犬と同じように慢性的な酷使による怪我を負う可
能性がある。サービスドッグでは、ある種の怪我や健康
トラブルが多く見られることが確認されている。

手根関節の損傷
ジャンプする時に負担がかかるため、手根関節と肩関節
は特に影響を受けやすい。手根関節の過伸展損傷は通
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図2　ベルジアン・マリノアは、その高い「意欲（やる
気）」とコンパクトな体格によりしばしば用いられる。
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図3　治癒過程のサービスドッグの足裏と肉球の創
傷(火傷)。環境の温度条件によって引き起こされた。
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図1　サービスドッグの職務内容は多種多様であり、
空港での薬物その他の禁止物質の探知もその一つで
ある。

の問題の素因と関係している可能性がある。というのも、
これらの犬種では特に、肘関節形成不全、股関節形成
不全、椎間板変性、膝蓋骨脱臼、および前十字靱帯疾
患などの遺伝性の整形外科疾患が多いためである（1）。
サービスドッグにおける筋骨格系疾患の有病率を調べ
た研究では、実に41%もの個体に重大な整形外科の基
礎疾患があることが明らかになった（2）。

また、サービスドッグは他の危険にも遭遇する。災害
現場に派遣された犬は脱水症や胃腸障害のような病
気になってしまうことが多く、捜索救助犬は環境中の
危険物により外皮など怪我（創傷、擦過傷、および足、
肉球、爪の損傷など）を負うことが多い（3,4）（図3）。
軍用犬や警察犬は、その職務要件から、精神的苦痛
や致死的となり得る外傷または武器による怪我を負
うことも多い。

怪我

サービスドッグとともに働く人たちは、救命救急医療だ
けでなくその他の多くの健康上のトラブルへの対処にも
精通している必要がある。整形外科の基礎疾患に加えて、
サービスドッグにおける戦場以外[A2]での怪我の14%
近くは筋骨格系に関係するものであり（5）、これらは犬
のパフォーマンスと現役寿命にさらなる影響を及ぼす
場合がある。たとえば、アジリティ競技ハンドラーの後
ろ向き調査によると、競技犬の約30%がスポーツに関
係する怪我を1回以上負ったことがあり（6,7）、記録され
ている怪我の原因は、物との不適切な接触や、方向転換、
回転、スリップ、転倒などの不意な動きであった。これら
の多くは主として肩、背中および首の軟部組織の問題で
あり、その多くはおそらく慢性的に酷使された結果だと
推測される。サービスドッグは、不整な地形やさまざま
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常外傷性であり、高い所から飛び降りたり、起伏のある
地形での作業によって起こる。手根関節は靱帯、腱、お
よび掌側線維軟骨によって安定性がたもたれている複
雑な構造物であり、当然のことながら、繰り返しのジャ
ンプはこれらの支持構造物の変性リスクを増大させ得る。
そのため、これらの犬を車から降ろすときにはきちんと
制御しながら地面に着地させることは、おそらく十分に
行う意義のあるものである。

線維性ミオパチー
これは後肢に生体力学的な跛行を引き起こす独特な軟
部組織の疾患である。活動的な作業を行うシェパード・
ドッグは最も罹患しやすく、罹患した犬の90%がジャー
マンまたはベルジアン・シェパードであり、約40%が活
発に防護業務に従事していた犬であると報告されてい
る（8）。この疾患は、正常な筋組織が弾性のない線維性
結合組織に置き換えられてしまうもので、主に罹患する
のは薄筋と半腱様筋だが、重要なのは、これらの筋には
いくつかの共通する特徴があることである（ボックス1）。
罹患した結果、筋の機能的短縮が起こり、膝関節の伸
展不能から機械的跛行が生じる。過度で瞬発的な活動
による筋線維の慢性的かつ軽度の微小損傷が、この線
維化プロセスの誘発因子になると考えられている。最も
効果的な治療法や介入戦略は現時点では不明であるが、
この疾患が反復性の筋損傷と関連している可能性があ
ることが、目標を絞ったストレッチプログラムが有病率
低下に有効かもしれないことを示唆している。将来的に
は、筋膜の定期的な評価をすることで早期発見を促し
たり、治療介入の成功率を向上させたりする可能性が
ある。

腰仙部疾患
軍用犬では、変形性腰部脊柱管狭窄症の有病率が上
昇傾向にあることが懸念されている。というのも、この
疾患は犬の現役寿命だけでなく、クォリティ・オブ・ライ
フや生存寿命にも悪影響を及ぼすからである。軍用犬
927頭の医療記録を検討したある研究では、安楽死の
理由として多いのが変形性関節疾患（19.2%）および脊
髄痛／馬尾疾患（15.6%）であることが認められ（9）、別
の研究は、軍用犬の30%が脊髄疾患を患い、これが退
役の一般的な原因となっていることを報告している（10）。

身体活動に伴う負担と犬種としての構造的特異性が腰
仙部の変化を促し、やがて生体力学的変化、神経関連
痛または神経障害痛、および神経学的機能不全につな
がるおそれのある変形性腰部脊柱管狭窄症を引き起こ
すと考えられる（11）（図4）

コンディショニングプログラム

犬の運動競技とスポーツ獣医学の世界では、怪我予防
という概念への注目が大いに高まってきている。怪我は
最終的にその個体の能力に影響するし、犬が負傷によっ
て早期の引退を余儀なくされることもあるため、サービ
スドッグにおける怪我問題の回避は重要である。任務
を効果的かつ効率的に遂行するのに適した形態や行動
的特徴を備えているという理由で、多くの犬が選抜され
ている。獣医師の役割は、彼らの基礎的な運動能力や
体力の向上を目的とした施策を整え、怪我を負うことな
く職務を遂行できるパフォーマンス能力を高めることで
ある。
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図4　サービスドッグの腰部および腰仙部の変化が
明らかなX線像

 
「任務が異なれば身体的要求や
身体にかかるストレスも異なる場
合があるため、コンディショニン
グプログラムは個々の犬のニー
ズと職務上の役割に的を絞った
ものにするべきである。」

Tara R. Edwards

ボックス1　薄筋と半腱様筋には類似する解剖学的特徴があ
る。

腓腹筋の上を走行する。

脛骨表面と踵骨に付着する。

総踵骨腱を構成する。

アキレス腱の構成要素である。

機能的に股関節の伸展および膝関節と足根関節の屈曲を補助
する。
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チームがうまく機能するためにはリードの両端（つまり
人と犬の両方）のフィットネス（健康や体力向上のため
の行為や活動のこと）が必要であるが、コンディショニン
グプログラムには、能力を高め、怪我のリスクを低減し、
および怪我からの回復力を向上させることを含む多くの
ベネフィットがある。任務が異なれば求められる身体的
な条件や身体にかかるストレスも異なる場合があるため、
コンディショニングプログラムは個々の犬のニーズと職
務上の役割に的を絞ったものにするべきである。これまで、
サービスドッグに適正なコンディショニングを実施する
のは時間管理の面から難しい場合が多かったが、耐久
力を高めて現役寿命を延ばすためには、犬の本能的な
衝動（ドライブ）をもコントロールできる全身コンディショ
ニングを実践する必要がある。理想を言えば、コンディ
ショニングは、普段のスキルトレーニングや職務上の作
業よりも優先される、追加的活動とみなすべきである。

高い持久力が要求される個体のコンディショニングプ
ログラムでは、いかに多くの酸素を取り込み利用でき
るかに着目するべきであるが、一方、筋力を要求され
る動物のプログラムでは、パワーとスピードに着目す
るべきである。長時間の活動（追跡など）に関わるサー
ビスドッグでは高度な持久力が重要になるが、強度の
高い短時間の瞬発的活動に関わる動物では筋力が重
要になる（12）。サービスドッグは、筋力と持久力を全
体的に高めるための有酸素と無酸素を組み合わせた
コンディショニングを必要とする特異なアスリートであ
る。コンディショニングプログラムの主な目的は、犬の
基礎的な運動能力や体力を最大限に伸ばし、そして心
血管系と筋骨格系の両方を強化することにある。プロ
グラムは、運動の持続時間、頻度、および強度を徐々

に増大させて、心血管系と筋骨格系が順応し適応でき
るようなものにするべきである。持久力、筋力、平衡感
覚、体幹の強さ、および固有受容感覚を鍛えるトレー
ニングに加えて、ストレッチ、ウォーミングアップおよび
クールダウンも組み込んだコンディショニングプログ
ラムが理想的である。

持久力
サービスドッグの持久力が向上することで、パフォーマ
ンスを最大限に伸ばし、疲労を最小限にとどめるといっ
た、良い影響を与えることができる。心拍数と呼吸数
を高める運動は持久力の発達を目的とするものであり、
持久力を高める活動の例には水泳とランニングがある。
持久力トレーニングのための地上での運動に望ましい
歩様は、左右対称で2拍子のトロット（速足〈はやあし〉：
いわゆる速足）であり、ギャロップ（襲歩〈しゅうほ〉：全
力で走る）やキャンター（駈歩〈かけあし〉：軽く走る）に
比べて身体の両側を等しく鍛えることができる。トレー
ニングの長さや量を増やすことは必ずしも持久力向上
のためになるとは限らず、人で高度にトレーニングを積
んだ、持久力の高いアスリートのパフォーマンス向上は、
高い強度のインターバルトレーニングでしか達成でき
ないことが認められている。実際に、長距離ランナーは
持久力トレーニングに加えて短距離走プログラムも利
用している（13）。

コンディショニングが十分になされていないと、持久力
不足、疲労の問題、および／または熱性疲労を引き起こ
す可能性がある。高温多湿の環境内で働くサービスドッ
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図5　アジリティコースの障害物は後肢の筋肉と傍
脊柱筋群の発達を促すことができる。

 
「サービスドッグの長期にわたる
関節の健康とパフォーマンス全
体のために、理想的なボディ・コ
ンディションを維持することが最
も重要である。身体の調子が良
い犬ほど任務に関連した作業を
うまく遂行することができる一方、
体重が重すぎると、体温調節が
難しくなったり、においの探知に
影響したりすることがある。」

Tara R. Edwards
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グではオーバーヒートの予防が大きな関心事であり、持
久力トレーニングはより効率的な身体反応を促す。ハン
ドラーは環境温度をコントロールすることはできないが、
個々の犬の基礎的な運動能力や体力は、体温調節と体
内温度に影響を与える。コンディショニング不足は、体
温上昇、過剰なパンティング、そして口呼吸につながり、
最終的に嗅覚に影響してにおい探知能を損なうことに
なる。メトロニダゾールのようなある種の医薬品も嗅覚
に影響することがあり、探知に関わるサービスドッグで
は使用を避けるか慎重に使用するべきである（14）。

筋力
人の筋力トレーニングと言えば、ウエイトを用いた筋ト
レや筋力とスピードを組み合わせたパワートレーニング
（すなわちプライオメトリクス）を指すことが多い。運動
競技犬の筋力トレーニングでは、犬に自身の体重を、
短い距離動かす運動をさせる。筋力トレーニングには、
障害物を越える、その下をくぐる、それを通り抜けるこ
とを犬に要求するアジリティ用具がぴったりである。ト
ンネルのような器具は、犬に身体を低くかがめながら
移動することを強いるので、二頭筋、三頭筋、および胸
筋などの肩関節の前肢筋群の鍛錬になる。キャット
ウォーク、Aフレーム、ステップ、ウェーブ、ジャンプなど
のアジリティコースの障害物は、後肢の筋肉と傍脊柱
筋群を鍛えることになる（図5）。

平衡感覚と体幹筋力
犬の体幹の筋肉には、運動中の身体の安定化に重要
な役割を果たす腹部の筋肉と傍脊柱筋群が含まれる。
力の源となるこれらの筋肉を強化することで、機能性
に加えて機敏な動きを行う能力の増強につながる。サー
ビスドッグが職務中に行うような動きは、背骨に大き
なストレスをかけるため、体幹の筋力が乏しいと背骨
が適切に支えられず、回転力がかかったときや瞬発的
な動きをしたときに怪我を負う可能性がある（図6）。
変形性腰部脊柱管狭窄症の犬では、傍脊柱筋群の萎
縮が認められ（15）、これは慢性腰痛の人でも見られ
る所見である。そのため、脊髄疾患の素因をもつ犬種
や、この素因となる体型の犬には、体幹の筋力強化が
極めて有益である。また、軽度または中等度の腰仙部
痛がみられる犬の傍脊柱筋群の筋量増加に対して、コ
ンディショニングプログラムが果たせる役割を見極め
るための試験が現在複数実施されている。平衡感覚
を鍛える空気注入式器具を用いた運動の多くは、体幹
の筋力強化にもなる（図7）。

固有受容感覚
固有受容感覚とは、空間認識の概念、すなわち身体
が空間内の肢や関節の位置を感知する能力を言う。
固有受容感覚は日常的機能にも必要なものであるが、
協調した複雑な動きのスポーツを行うときの固有受
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図7　空気注入式器具を使ったトレーニングは平衡
感覚と体幹筋力の発達に役立つ。
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図6　犯人逮捕などの活動中に背骨を支えるには体
幹の筋力が必要である。
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ストレッチ
ストレッチは少しだけ力をかけることによって筋肉を緊
張させるが、これは筋肉の柔軟性の向上だけでなく関
節可動域を広げることにも有効である。人では、規則
正しいストレッチプログラムによって筋肉の損傷を防ぎ、
さらに筋肉の収縮力と収縮速度を高めて筋力を強める
ことができる。ただし、「事前」ストレッチが怪我のリス
クを低減するかどうかについては、ヒトの研究でコンセ
ンサスが得られていない。直前のストレッチについては、
筋肉の収縮速度と収縮力を低下させることにより、実
際には筋肉のパフォーマンスを損なうと考えられてい
る（16）。筋肉の柔軟性を高めることで得られる主なベ
ネフィットは、微小裂傷リスクの低減である。線維性ミ
オパチーを発症するリスクが高い犬種では、レギュラー
プログラムとしてハムストリングスのストレッチを始め
るのが将来のためになるだろう（図8）。定期的なストレッ
チを継続して行えば、筋肉の柔軟性を最大限まで高め
ることができる。筋肉は温まると組織の伸展性と柔軟
性が増すため、ストレッチルーティーンは温まった筋肉
に対して実施するのが理想である。運動競技犬では、
瞬発力に役立つ筋肉のストレッチプログラムを1日お
きに実施することを検討するべきである。

ウォーミングアップ
積極的にウォーミングアップを行うことで、筋肉の温度を
高め、筋肉へ十分な酸素を供給できるようになる。これは、
筋肉のよりパワフルな収縮を可能にし、筋肉の伸展性を
増大させることによって怪我のリスクを低減する。筋肉が
働いていると、より多くの血流を受け、このことが、筋収
縮に共通する副産物であり疲労に寄与するとされる乳酸
の除去を助ける。ウォーキングや速歩きのような負荷の
低い動きでできている5～10分の簡単なウォーミングアッ
プでも、その後の厳しいトレーニングや任務のための準
備運動として役立つ。時間が許すときは、運動、コンディ
ショニング、または任務関連活動の前にウォーミングアッ
プを行って、パフォーマンスの向上と怪我の予防に役立
てるのが理想である（17）。ウォーミングアップにかける
時間の長さは、環境温度に応じて調整するよう心がける
（すなわち、気候が涼しいほど長く、高温／多湿であるほ
ど短くする）（18）。

クールダウン
クールダウンは、最初に行う運動または活動と同じくら
い重要な場合がある。クールダウンの主な目的は、呼吸
数、心拍数、および体温をゆっくりと正常値に戻すこと
にある。上記のとおり、激しい筋収縮に共通する最終産
物は乳酸であり、これがpHを低下させて、筋肉の疲労
と不快感を引き起こすと考えられている。軽い速歩きと
それに続くウォーキングによる5～10分間のクールダウ
ンは、血液供給の再分布を可能にし、過剰な代謝副産
物を除去する助けになる。このクールダウンルーティー

容感覚の重要性はもっとずっと大きいものである。固
有受容感覚系は情報を中継する特殊な神経でできて
いて、トレーニングによって鍛えることができる。これ
を鍛えると、筋の協調性、敏捷性、安定性および平衡
感覚が向上し、怪我のリスクが減少する。犬の空間認
識を鍛えるための方法には、さまざまな地形、空気注
入式器具、ハードル障害物、アジリティコース障害物
などを使ったトレーニングがある。これらを揃えてトレー
ニング環境を整備することは犬の空間認識能力の向
上に役立つ。
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図8　（a）ハムストリングスのストレッチは膝の伸展
から始める。（b）半腱様筋のストレッチを意識して、
膝をまっすぐに伸ばしたまま股関節をゆっくりと屈曲
させる。（c）さらに薄筋のストレッチを意識して、股関
節を屈曲状態、膝関節を伸展状態にしたまま、後肢
をゆっくりと外転させる。

a

b

c
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図9　アキレス腱の損傷および二次的な浅趾屈筋腱
拘縮を起こしたサービスドッグ
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図10　急性膝関節損傷に対するハイドロセラピーを
受けているベルジアン・マリノア

ンは、ケージに入れたり乗り物に戻したりする前に、「気
持ちが高ぶった」サービスドッグに精神的な緊張を解く
機会を与えることにもなる。

怪我とリハビリテーション

サービスドッグに課せられる任務の性質から、彼らに
は怪我がつきものである。人でも犬でもアスリートに
は筋損傷が極めて多く見られ、それには急性のものも
慢性のものもある。その原因は、柔軟性の不足、不十
分なウォーミングアップ、疲労、突然の強制的な収縮、
筋力のアンバランス、トレーニング過多などさまざま
である。急性筋損傷は筋線維が突然裂けてしまった
結果であり、慢性筋損傷は休みなく使いすぎることに
より、適切に治癒することがない小さな裂傷の蓄積で
ある（図9）。

リハビリテーションは、サービスドッグの整形外科の基
礎疾患または筋骨格系損傷の回復を助け、再び損傷す
るリスクを最小化し、任務への復帰を促すのに適した標
準治療である。ほとんどの組織は、どれも同様の治癒段
階、すなわち炎症期、増殖期、および成熟期という過程
をたどる。リハビリテーションが治癒を導いて最終的に
組織の強度を最大化することができるのは増殖期であ
る（図10）。典型的なリハビリテーションは、急性期、中
間期、高度強化期、そしてスポーツや任務に特有のトレー
ニングへの復帰という段階を踏む。負傷後は固有受容
感覚能が欠けていることが多く、このことが筋肉のコン
トロールに微妙な変化を生じさせることがある。ただし、
これに特化した運動により、固有受容感覚を競技レベ
ルまで改善させることが可能である。

長期の療養中や開腹手術（胃拡張／捻転、異物摘出、
脾臓摘出など）の後は、身体は全くコンディショニン
グされていない状態であることを認識しておかなけれ
ばならない。運動を制限されていると、心血管系の 	
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図11　この二頭筋腱と棘上筋腱の正常な様相を実証している
犬の前肢のベースライン筋骨格系超音波評価のように、総合的
スクリーニングは使役（ワーキング）動物の怪我の早期発見に
役立ち得る。

二頭筋腱 棘上筋腱

ボックス2　サービスドッグに対する総合的「スポーツ評価」
は筋骨格系問題の早期発見を促す。これには以下 を含めるべ
きである。

歩様分析（ビデオキャプチャーによる）

静的および動的姿勢の観察

ボディ・コンディション・スコア

マッスル・コンディション・スコア

筋肉評価
• 緊張度
• 対称性
• 萎縮
• 筋肉痛

関節評価
• 可動域
• 捻髪音
• 弛緩性
• 疼痛

神経学的評価

画像診断（X線検査および筋骨格系超音波検査）
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フィットネスと筋骨格系の本来持つべき完全性がと
もに失われる。体系的なリハビリテーションプログラ
ムは徐々に活動に復帰させるというコンセプトに着目
し、精神的に任務に復帰できるかどうかは別として、
犬の身体面の準備を確実に整えて行くものである。

怪我の早期発見

しっかりとした整形外科的な基礎を確立するための総
合的スクリーニング、および定期的な筋骨格系検査、あ
るいは「スポーツ評価」は、サービスドッグの筋骨格系
の問題の早期発見を促進するものとなる（ボックス2）（図
11）。筋骨格系にトラブルのある状況だと、隠れた疼痛
や過剰な摩耗によって疾患経過が早く進行してしまうこ
とによって、十分にパフォーマンスできないといった問題
を起こしやすい可能性がある。

サービスドッグでは、その意欲とアドレナリンのために、
怪我の初期症状がしばしば隠されてしまう。人の軽い
捻挫の場合は、不快感という表現が診断の鍵となること
が多いが、犬で軽度の損傷だと、理学的（身体）検査時
にはごくわずかな組織変化しかないため、発見が難しい
場合がある。ハンドラーは、きつい勤務シフト後には常に、
担当する犬の簡易「5分間評価」を実施することが重要
である（ボックス3）。普段から触診して犬の「正常」な
状態をよく理解していれば、最初の小さな変化を発見で
きる可能性が高まる（図12）。怪我をその初期段階で特
定できることは、治療介入を成功させるためにも、軽い
怪我がより慢性的な、犬のパフォーマンスにまで影響す
る状態へと進行または悪化するのを防ぐためにも、極め
て有益である。

ボックス4　関節炎の多面的予防・治療プラン。

栄養

体重管理

予防維持のためのサプリメント

運動とコンディショニング

物理的リハビリテーション

ライフスタイルの修正

医薬品

関節内治療

手術

長期的な関節の健康
サービスドッグの長期にわたる関節の健康とパフォーマ
ンス全体のためには、理想的なボディ・コンディションを
維持することが最も重要である。身体の調子が良い犬
ほど任務に関連した作業をうまく遂行することができる
一方、過体重だと体温調節がしにくくなったり、におい
の探知に影響したりすることがある。ボディ・コンディショ
ン・スコアが高くなるにつれて、関節にかかる剪断力（垂
直な向きに反対方向に同時に発生する力）は増加し、怪
我をしやすくなる。肥満は、骨関節炎の発生率を上昇さ
せるだけでなく、その重症度も高める。成犬の20%は骨
関節炎の影響を受けているとよく言われるが、最近の研
究では、1歳を超えた犬における有病率が37%に上るこ
とが明らかになっている（19）。過体重の犬の数は急速
に増えてきており、寿命とボディ・コンディション・スコア
の関連性を示唆するエビデンスも得られている（20）。
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図12　ハンドラーには、きつい勤務シフト後には常に、
担当する犬の簡易検査を行うよう促すべきである。
普段から触診して「正常」な状態をよく理解していれ
ば、小さな変化も早期に発見できる可能性が高まる。

ボックス3　5分間評価チェックリスト。

動きの観察（歩行および起立）

座位

立位の触診

頸部と背部

前肢

後肢

側面の評価

筋肉の触診

関節-可動域

足-趾、爪、肉球、趾間腔
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サービスドッグのための予防的ヘルスケアは、理
学的検査、歯科、臨床検査スクリーニング、栄養、
寄生虫駆除・予防、およびワクチン接種とともに
大きく進歩してきている。スポーツ医学という新
たに生まれてきた分野は、これらの動物の基礎
的な運動能力や体力の向上と現役寿命の延長
に着目しているが、これらは最終的にはハンドラー
と犬の絆を育むことになる。優れた知識を持つ
獣医療チームは、怪我の予防に対して最大限の
配慮ができる適切な戦略を導入・実践すること
により決定的な役割を果たすことができる。

結論
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すなわち、カロリー制限食を与えた犬では、自由に摂取
させた犬と比較して、骨関節炎の発症時期が遅くなり、
寿命が長くなることが示されている（21-24）。

関節炎はコンパニオン・アニマルにおける疼痛の原因の
第一位であり、競技犬やサービスドッグでは、関節炎に
よる痛みがパフォーマンスの直接的な妨げとなることも
ある。サービスドッグは、その職務上の必要性から、関
節に過剰な摩耗が生じるリスクが高くなっている。変形
性関節疾患は動きに変化を生じさせて、ひいては他の
関節や筋肉による過度の代償を引き起こす。これらの変
化は、筋肉を疲労させたり、怪我をしやすくさせたりす
る場合もある。サービスドッグの現役寿命を延ばすため
には、関節炎の予防、関節炎の早期発見、および多面
的関節炎プラン（ボックス4）の導入に目を向けていくこ
とが極めて重要である。

また、栄養は、適切なエネルギー源を供給するだけでなく、
疾患の発症および進行のリスクを低減することにおいて
も、重要な役割を果たすということを強調しておかなけ
ればならない。長期的な関節の健康サポートを主たる
目的とした多くの種類の栄養サプリメントやフードが存

在する。骨関節炎の進行を遅らせる軟骨保護剤は、多
面的関節炎プランの一環としてよく利用されている。よ
く利用されている製品には（これらに限らないが）、魚油
由来のオメガ-3脂肪酸（EPAおよびDHA）、アボカド大
豆不鹸化物（ASU）、クルクミン、緑茶抽出物、ミドリイ
ガイ、グルコサミン、コンドロイチン硫酸などがある。
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ワーキングドッグが確実に最高のコンディションを維持するためには、ペッ
トオーナーとして何を与えるべきか。Veerle Vandendriessche獣医
師が栄養の専門家としての独自の視点からヒントやコツを紹介する。

ワーキングドッグのための
実践栄養学

キーポイント

ワーキングドッグのタン
パク質とエネルギーの要
求量は、平均的なペット犬
のものとは大きく異なる

場合がある。

1

食事は個々
のワーキングドッ

グに合わせて調整しな
ければならず、与えるべき
食事の量を計算するときは
主な基準として9ポイント
式のボディ・コンディショ
ン・スコアを使用す

る。

2

Veerle Vandendriessche, 
DVM, Dip. ECVCN, Pavo Nutrition, Heijen, The Netherlands
2005年にヘント大学獣医学部を卒業。大動物・小動物混合診療の個人動物病院
に8年間勤務した後、2016年にヘント大学でコンパニオン・アニマルと馬の栄養学
の研修を修了した。2019年には欧州の委員会認定栄養士資格を取得し、現在は
栄養士として飼料会社に勤務している。

イントロダクション
一般的な小動物病院に来院するワーキング
ドッグの数は少ないかもしれないが、これら
の犬が必要とする栄養は非常に特殊なので、
獣医師としてこういった犬のペットオーナー
へのアドバイスの仕方を知っておくことはや
はり重要である。本稿では、ワーキングドッ
グの栄養学について、考慮すべきさまざま
な因子のひと通りを説明する。まずは、苛
酷な活動中に筋肉の生理がどのように機能
するのかを簡単に考察してから、ワーキング
ドッグのタイプ別に栄養要求量の概要を示
す。ここでは便宜上、ワーキングドッグを以
下のように分類する。

• 低強度で長時間の運動（持久力が求めら
れる犬など）

• 中強度で中～長時間の運動（警察犬、猟
犬、捜索救助犬、補助犬など）

• 高強度で短時間の運動（短距離走、アジ
リティ、重量牽引などの競技犬）

これらのワーキングドッグたちにその能力
を最大限に発揮してもらうためには、実際
の栄養要求量だけでなく、適用可能なそ
の他の飼養管理因子も考慮に入れること
が不可欠である。

運動中のエネルギー源
運動中の筋肉は、燃料としてATP（アデノシ
ン三リン酸）を必要とする。これは、筋肉内

（内因性供給源）とその他の器官（外因性供
給源）を含むさまざまな供給源から得ること
ができる。酸素が利用可能なときは細胞内
のミトコンドリアで好気的代謝（グリコーゲン、
脂肪酸およびアミノ酸の酸化）が起こり、酸
素が存在しないときは細胞質内で嫌気的代
謝が起こる（図1）。どの燃料源を使うかは、
作業の種類と強度、およびその犬のコンディ
ショニングと栄養の状態によって決まる。

重要なエネルギー生成経路は、酸素が存在
しないときに起こるクレアチンリン酸（Cr-P)
と解糖、および酸素が利用可能なときにし
か起こらない炭水化物酸化と脂肪酸化の4
つである。前二者は、初めの数秒間（Cr-P）
または数分間（解糖）のうちに筋肉内の内因
性貯蔵物からATPを生成することができる
ため、短距離走や重量牽引のような短時間
で高い強度の運動にとって非常に重要であ
る。炭水化物と脂肪酸の完全な酸化は、長
時間（数時間）にわたって筋肉にエネルギー
を供給できるため、狩猟、アジリティ、警察
関連の活動（図2）、そり引きのような低～中
強度の運動にとって最も重要なエネルギー
源である。
運動中には、熱、酸（CO2および乳酸）、フリー
ラジカルといった好ましくない副産物も産生
される。熱は犬ではパンティングによって発
散され、嫌気的に産生されたCO2は腎臓系
または気道から排出される。筋肉内のpHが
最適でなければ筋肉内の酵素の働きが阻害
されるため、乳酸の嫌気的産生は筋肉の機
能を非常に迅速に制限することになる。犬が
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図1　運動中に利用されるエネルギー源が経過時間によって異なることを示すグラフ

はごく少量である（2）。運動後に貯蔵グリコーゲンが迅
速に補給・補充されることが証明されている他の動物種
（ヒト、馬）のアスリートとは違って、犬を対象とした研究
では相反する結果が得られている。

しかしながら、筋肉の生理に関する知見からは、高およ
び中強度のカテゴリーに属する犬は運動中に（理想的
には）可能な限り効率的に補充される貯蔵グリコーゲン
の一部を利用すると推測することができる。そのため、
これらの犬のエネルギー要求量の一部は可消化炭水化
物として供給することが望ましい。高強度の運動を課さ
れる犬はカロリーの40%以上を食餌の可溶性無窒素物
（NFE）分画（糖とデンプンを含む分画）から摂るべきで
あるが、中強度カテゴリーの犬はNFEから摂るカロリー
の割合を15～40%とするべきである。覚えておかなけ
ればならないのは、食事の量とタイプの両方をトレーニ

パンティングによって余分な熱をそれ以上逃がすことが
できない状態になると、体温は上昇し、筋肉の機能は低
下する。トレーニングは、筋肉の内因性貯蔵能を高める
だけでなく、筋細胞内のミトコンドリアを増やしたり全体
的な肺活量を高めたりもするため、これらの結果として犬
の運動能力を増進させる。

ワーキングドッグには 
どのような食事を与えるべきか
ワーキングドッグに与えるべき食事の量とタイプはさま
ざまな要素によって違ってくる。これらの要素には、作業
の強度と持続時間に加えて、気温（作業中の気温だけで
なく休憩／回復中の気温も）や作業場所の地形などの環
境因子、犬の気性なども含まれる。関係する作業のスピー
ドと強度を査定することによって、トレーニング中や運動
中の消費カロリーを予測することを検討するのは良いが、
その際には運動中に犬が移動することになる距離も考
慮に入れることが重要である。

検討し始める出発点として利用できるものにNRC（米
国学術研究会議）ガイドラインがあるが、個々の動物を
個別に考慮するべきである。与えるべき食事の量を計
算するときは、9ポイント式のボディ・コンディション・ス
コア（BCS）が主な身体基準となる。低～中強度の運動
を行う犬は4または5のBCSで維持されるべきであるが、
高強度の運動を行う犬は通常3または4のBCSで維持
される。通常、高強度および中強度クラスに属する犬の
MER（維持エネルギー要求量）はペット犬の推奨MER
の2倍以下であるが（1）、低強度カテゴリーの犬のMER
は、たとえばレースシーズンなどには最大6倍になること
もある。このエネルギー要求量の違いも、ある特定の食
事をアドバイスするときに指定するべき主要エネルギー
源に影響を与える。高強度および中強度クラスの犬は、
可消化炭水化物と脂肪の両方をエネルギー源とする必
要があるが、低強度の活動を行う犬はエネルギー源とし
て主として脂肪を必要とし、可消化炭水化物の要求量

図2　低または中強度の運動を長時間にわたって課
される警察犬には、エネルギー源として可消化炭水
化物と脂肪の両方を含む食事を与えるべきである。
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「ワーキングドッグに与えるべき
食事の量とタイプはさまざまな要
素によって違ってくる。これらの
要素には、作業の強度と持続時
間に加えて、気温や作業場所の地
形などの環境因子、犬の気性など
も含まれる。」

Veerle Vandendriessche

ングに適したものにすれば、貯蔵グリコーゲンを増やす
ことができ、ひいてはアシドーシスの発現を遅らせること
によって犬のパフォーマンスを高めることができる、とい
うことである。

そり犬は、栄養の点においてはおそらく独特のクラスに属
すると考えられる（図3）。想像できるとおり、1日にそり犬
が物理的に消費できる食事の量が制限因子となるため、
これらの犬にはエネルギーの60%以上をエネルギー密
度の高い脂肪として供給するべきである。このことから、
また経済的な制約から、そり犬の食事を手作りするペッ
トオーナーもいるが、これには生の食材が含まれているこ
とがある。このような食事の長所と短所については他の
文献で詳しく検討されているのでここではこれ以上考察
しないが、細菌汚染（Salmonella属、Campylobacter
属など）のリスクは無視することができない。そして、栄養
バランスのこともこれらの食事については常に強調してお

くべきであり、パフォーマンスをサポートするためにはビ
タミン／ミネラル／微量元素配合剤を適切に添加する必
要がある。

ワーキングドッグはタンパク質要求量も異なっている。ト
レーニング中やもちろん職務・競技中は間違いなくタンパ
ク質の代謝回転が高まっているが、その高まりがどの程
度なのかを定量することは困難である。ただ、強度カテゴ
リー別の推奨タンパク質量に大きな違いはなく、高強度
および短時間の中強度の作業を行う犬の食事には24～
28%（乾物量）の高品質タンパク源由来タンパク質が含
まれているべきであり、長時間の中強度または低強度の
運動を課される犬の食事には30%超（乾物量）のタンパ
ク質が含まれているべきである（3）。原則として、犬の（同
化できる）タンパク質要求量を十分に満たすタンパク質と、
エネルギー要求量を十分に満たす非タンパク質性エネル
ギー栄養素（脂肪およびNFE）を合わせて供給するべき
である。

その他の因子について
運動中および運動後の身体機能を最適に保つ上での気
道と腎臓系の重要性を考えると、飲水量と水分供給の意
義を見過ごすことはできない。原則として、可能な場合に
は必ず新鮮な飲み水を常時（理想的には運動前、運動中、
運動後のいつでも）飲めるようにしておくべきである。た
だし、短距離競技の犬は例外であり、負荷を減らすため
にレース前は時として水分を制限することがある。

もう一つの重要な点は食事の消化性である。消化性が
高いほどエネルギー要求量に対する必要供給量が少な
くなり、それだけ糞便量も少なくなる。そのため、消化
率は乾物で80%を超えていることが望ましい。また、先
に考察したとおり、ある種の高および中強度の活動はそ
の遂行中に貯蔵グリコーゲンの一部を消費し、場合に
よっては全部を枯渇させてしまうこともあるため、犬を
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図3　そり犬は1回のレースで何時間も競走するため、レース期間のエネルギー要求量は多大なものとなる。
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表2は、ペットオーナーにワーキングドッグの栄養要
求量について助言するときに考慮すべきさまざまな
因子を簡潔にまとめたものである。

ワーキングドッグを目指している
子犬について
成長期の犬の環境因子や栄養因子は将来の運動能力
に大きく影響するため、ここでワーキングドッグになるこ
とが予定されている子犬について少し述べておこうと思う。
何よりも、これらの犬には、予想される成犬時の体重に
合わせて専用に設計された子犬用フードを与えること
が大切である。たとえば大型品種の子犬には、過剰な
体重増加や早すぎる成長を避けるために、カロリーとカ
ルシウムが低めで、除脂肪体重を常に維持できる食事
を与える必要がある。そうしないと、骨軟骨症病変、骨
格異常、および股関節形成不全が生じてしまうおそれ
がある。高強度のトレーニングは骨格の成長が完了す
る前の子犬では避けるべきであるが、低強度／低負荷
のトレーニングなら活発に成長している最中でも実施す
ることができる。

また、1歳までの子犬でオメガ-3脂肪酸であるDHA（ド
コサヘキサエン酸）の摂取を調節すると、初期の遂行能
力（パフォーマンス）および行動トレーニングに対して有
益な効果が得られることが、少なくとも1つの研究で示
されている。ただし、この研究で用いられた食事には学
習と記憶に好ましい影響を与え得るその他の栄養素（ビ
タミンE、タウリン、コリン、L-カルニチンなど）も添加さ
れていたため、この分野についてはさらなる研究が必要
である（5）。

複数日にわたる活動に従事させるときは、活動後に炭水
化物を追加給与することが、貯蔵をより迅速に補充する
のに役立つと考えられる。

体内のあらゆるプロセスと同じく、運動中にはフリーラ
ジカルが産生される。通常であればフリーラジカルは
利用可能な抗酸化物質（ビタミンE、ビタミンC、セレン
など）によって中和されるが、フリーラジカルの産生が
過剰になると酸化ストレスが生じる。人のアスリートで
は、これは慢性筋疾患またはオーバートレーニングとし
て知られている。抗酸化物質の補給についてアドバイ
スするときは、高用量の単一の抗酸化物質はむしろ酸
化を促進してしまうことがあるため、避けるべきである
ことを覚えておかなければならない（4）。ビタミンE、ビ
タミンCおよびセレンは相乗的に働くため、常に複数の
栄養素を配合した抗酸化剤を、少なめの用量で使用す
ることが望ましい。表1はワーキングドッグの食事に添
加することができる一般的な抗酸化物質に関する推奨
ガイドラインを示しているが、マルチビタミン／ミネラ
ル配合剤の添加を検討する場合、その動物の基本的
な食事を考慮せず画一的に推奨補給法を実践するの
は決して良いことではない。

表1　ワーキングドッグに対する抗酸化物質の推奨用量

• ビタミンE：> 500 IU/kg乾物
• ビタミンC：150～250 mg/kg乾物
• セレン：0.5～1.3 mg/kg乾物

表2　ワーキングドッグのカテゴリー別給与アドバイスのまとめ

高強度で短時間の運動

• MERの緩やかな増加（< 25%）
• 可消化炭水化物を主要カロリー源とした食事
• 食事やおやつは運動の4時間前までに与える（血糖値の急激な低下を
避ける）

• 任務や競技の直前を除き、水は自由に飲ませる
• 任務や競技から30分以内の高炭水化物のおやつはグリコーゲンの補
充を増強する

中強度で中～長時間の運動

• 食事の量は運動中の移動距離に高度に依存するため、BCSを頻繁に
評価する

• 可消化炭水化物と脂肪の両方をエネルギー源とした食事；運動の持続
時間が長くなるほど脂肪への依存度を高める

• 必要になることはまれであるが、市販フードの脂肪含有量を高める必要
がある場合は植物油を添加することができる；フード1ポンドあたり大さ
じ1杯（450gあたり15mL）の油を添加すると脂肪含有量が3%増加する

• 水は常に自由に飲ませる
• 運動時または運動再開前15分以内の休憩中におやつを与えることが
できる

• シーズンオフに食事を変更した場合は次のシーズンが始まる6週間以
上前に元に戻す

低強度で長時間の運動 

• 必要な食事の量は運動中の移動距離に高度に依存するため、BCSを
頻繁に評価する

• 脂肪を主要エネルギー源とした食事（カロリーの60%超）
• 手作りの食事の場合はマルチビタミン／ミネラル配合剤の添加を考慮
する

• 水は常に自由に飲ませる
• 食事は運動後、おやつは運動中または運動後に与える
• 脂肪便および受け入れる食事の減少は脂肪負荷が過剰になっている
指標である
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ワーキングドッグが必要とする食事は、彼らが行
う作業によって異なるだけでなく、多くの外的因子
によっても違ってくることを認識しておかなければ
ならない。獣医師は、個々の犬に対して個別に対
応する必要があり、その犬に課される作業を詳し
く評価し、その犬の身体面および精神面を考慮し
た上で、推奨する内容を策定するべきである。
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犬は現代の社会で特別な存在として位置付けられており、愛犬に対す
る認識が人によってどれほど異なるかを理解することは獣医師の日々
の役割に大きな影響を与える。

現代社会における犬と獣医師

キーポイント

1

社会における犬の役割は
この1世紀の間に大きく発
展しており、現代社会におけ
る犬はさまざまな人に対して
さまざまな役割を果たして

いる。

2

獣医療従事者は、動物のさ
まざまな面およびアニマルウェ
ルフェアについて人々を教育す
るという点において主要な役

割を担っている。

3

臨床獣医師は、犬とペット
オーナーの両方が毎回の診
察の中心であるべきであるこ
とを認識しておかなければな

らない。

4

ペットオーナーのコンプラ
イアンスと動物の最適な健康
状態を確保するためには、優
れたコミュニケーションスキ
ルが不可欠である。

イントロダクション
人と動物は何千年も前から、社会が動物種ごとに割り当
てた役割に応じて、様 な々方法で交流してきた。たとえば、
いくつかの動物種はまさに生活に欠かせないものとみな
されて、食品として利用されたり、その毛皮や皮革が衣
類に利用されている。一方で、人は動物と感情的に結び
付くこともあり、これはある動物種がパートナーまたは
家族として共生することを私たち人間が許容しているこ
とを意味する（図1）。人間が動物と交流する方法もまた、
何世紀もの間に変化を遂げてきており、特に動物の擬
人化（すなわち人間の特性を動物に当てはめる傾向）は、
動物の飼い方、食事の与え方、および動物の扱い方に長
い間影響を与え続け、現在に至っている（1）。獣医師は、
ペットオーナーがペットとの間にどのような関係性を結
んでいるのかを理解することが不可欠である。というのも、
これは動物医療の専門家である獣医師としての行動と、
最適なアニマルウェルフェアを達成するための方法の両
方に影響を与えるからである。本稿では、現在の動物全
般、特に犬が担っている社会的重要性を概説し、犬たち
が社会から割り当てられた役割を探って行く。

動物と科学
動物に関する科学的研究を長きにわたり推進してきたの
は、動物行動学、生理学および進化生物学などの分野で、
人文科学や社会科学の学問領域は20世紀の終わりに近
づくまでほぼ完全に動物たちを無視してきた。ところが、
主として動物保護や動物の権利を求める気運の高まり
によって、この状況は徐々に変化し、動物に対する見方
も変化してきた。すなわち、今や獣医師は、人間中心の（神
や動物よりも人間を最も重要な存在要素とみなす）視点
ではなく、しばしば動物を何よりも優先させる、より動物
中心の視点から物事を考えるようになっている（2）。最

近は社会的な人と動物（特に犬や猫）の関係を分析する
ことの重要性に注目した研究が行われており（3）、人間
がどのように動物と関わるかを評価することへの関心が
高まっていて、時に人間動物学（anthrozoology）と呼ば
れる「人間と動物の関係性を研究する学問」が発展して
きている。これは、人間の社会や文化の中で動物たちが
占めている領域を探索し、人間が動物たちとどのように
交流しているかを調べる、各学問の垣根を超えた、複数
の異なる学問にまたがる分野である（4）。

獣医師という職業
人文科学と社会科学が動物をより大きく採り上げるよ
うになってきたのはごく最近のことであるが、獣医学界
はずっと動物とその健康幸福を中心に据えてきている。

図1　人間は生まれつき動物と心を通わせることができ
るものだが、これは、人間がしばしばペットの犬のことを
本当の家族の一員とみなしている、ということを意味する。
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Katharina Ameli, 
BSc, MSc, International Center for 3Rs in Animal Research, 
Justus-Liebig University, Giessen, Germany
社会学の博士号を持ち、人間と動物の関係性、および動物を介在した介入の職業化を研究対
象としている。2018年からは動物研究の3R［Replacement（代替）、Reduction（減少）、
Refi nement（改善）］を目指す国際センターでコーディネーターを務め、現在はマルチスピーシー
ズ（多動物種）研究における異分野間コラボレーションの方法論のデザインを研究している。

の使用に着目している（2）。この二分化は、一方ではペッ
トとして飼われる動物の増加に起因し、他方では人間の
利益のために動物を利用する方法、あるいは人間の動
物に対する姿勢の変化に起因すると考えられる（11,12）。

近年、家庭で飼われる犬の数は徐々に増加してきて
いる。たとえば、ドイツでは2018年に犬の数が約940
万頭に上ったと記録されているし、周りの住宅街や公
園、ショッピングセンターなどを意識して見回してみ
れば、ペットとして飼われている犬の多さとその人気
の高さが誰にでも分かるはずである（図2）。犬の飼
育者は社会のすべての階層にわたっているが、社会
階級が低いほどその割合は平均を下回ると報告され
ており、犬種と社会階級はしばしば関連することが認
められている（13）。このことは、社会が犬をどのよう
に見ているか、ということについて本質を教えてくれて
いる。彼らはしばしばライフスタイルの一つの表現と
みなされ、ステータスシンボルとして機能しているこ
とが多い（図3）（14）。とはいっても、犬は人間同士の
交流や、何らかのコミュニケーションを刺激する役目
も果たしていて、おそらく家族同士の人間関係が悪く
なってしまったときには（13）、私たち人間は、誰かと
一緒にいたいという気持ちや友情や愛情を、犬にそ
ばにいてもらったり、犬を抱きしめたりすることで満
たしてもらっているのである（8）。

一般にペット（特に犬）を飼うと多くの生理的および
心理的なベネフィットが得られることはよく知られて

18世紀初頭の獣医学は、動物の病気の治療と予防、お
よび専門家としての食肉の品質評価に集中していたが、
これらの分野は徐々に発展して多様化し、動物用医薬
品の研究（5）や実験動物の科学（6）といった他の領域も
網羅するようになってきた。そして各国が獣医療を提供
する人に免許を付与するシステムを導入したことで専門
的職業としての均質性が達成され、それに続いてさまざ
まな獣医師団体が形成された。

今日では、現代社会の多くの場面に獣医師が関わって
いることは明らかである。たとえば、家畜の過剰生産や、
動物の健康全般に対して有害なある種の特徴の選択育
種、異論の多い断耳・断尾とその有害な影響については、
獣医師からの情報などが大きな影響を与えている。獣
医師はまた、ペットの栄養、犬のトレーニングや行動といっ
た分野でも率先的な役割を果たしており、この職業が常
に変化し続けていることを改めて思い出させてくれる（7）。
今後、人と動物の関係性に関する研究が総体的なもの
になって行くのであれば、獣医師は進んで中心的な役割
を果たさなければならず、動物に関わる問題について文
化的および社会的論争が起こったときには、獣医師とし
ての専門的知識が認知され広く一般に認められねばな
らない。

獣医師はまた、専門家として対応すべき境界を越えてい
たり、対応に苦慮させられたりする多くの現実的な社会
問題にしばしば直面する。これには、ペットオーナーの
特別なニーズや要望を考慮すること（8）、関連する社会
問題（動物虐待とドメスティックバイオレンスのつながり
など）を認識したときに適切な行動をとること（9）、また、
臨床の実務で巧みにコミュニケーション能力を発揮する
こと（10）などが含まれる。今日の幅広い社会の中で活
躍する獣医師に求められるスキルや能力の増大と多様
化は、学生の訓練と動物病院の日々の業務に大きく影
響している。

犬と社会
前述のとおり、社会における動物の役割は、文化的およ
び社会的発展の影響により、この数十年間で大きく変化
してきた。人と動物の関係性に注目した科学的論争は
続いているが、その視点はさまざまである。たとえば、ド
イツ語圏の国々における研究は、主として人と動物の関
わり方や、特定の特徴を求めた動物の選択育種の歴史
的変遷に関するものであり、英語圏の国々では、多くの
研究がアニマルウェルフェアと科学的研究における動物

図2　今や犬は多くの人にとって欠くことのできない生
活の一部となっている。
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• 「代理機能」-犬はどのようにして、パートナーまたは
場合によっては子どもの代わりを務めることにより本
質的に人間関係の代わりとなって、親密さを求められ
る高度に感情的な人間のニーズを満たすことができ
るのか。

• 「投影機能」-犬はどのようにペットオーナーの性格を
反映し、そうすることでペットオーナー自身の個性を
強め、肯定するのか（図4）（19）。

これらの多様な役割は、犬とペットオーナーのライフ
スタイルの密接な結びつきを如実に表しており、犬に
対する認識は人によって異なる場合があるという事
実を表している。人が犬をどのように認識し、どのよ
うに犬と交流するかは、常に文化的要因の影響を受
けるが（20）、その影響や人の視点は絶えず変化して
いる。このことは獣医師としての私たちの日々の生活
に大きく影響し、特にペットオーナーとのコミュニケー
ションに影響を与えやすい。

人間と動物の関係性における 
獣医師の役割
最近のペットの数の増加と、その地域における行動様式
や思想などを含む文化の中で、動物がどのような位置づ
けとして認識されているかということは、現代社会で必
要とされる獣医師であるために必要なスキルに大きな
影響を与える。重要なこととして、今では犬は家族の一
員とみなされることが多いため、多くのペットオーナー
が診察室のペットを積極的な参加者とみなし、治療に

いる。犬を飼うと主に身体的な活動がより活発になる
ため、犬はストレスの軽減と身体的健康の増進に貢献
できる（15）ことが、すでに多くの定性的研究によって
指摘されている。高齢者がペットとどのように交流し
ているかを調べたある研究は、犬は実にさまざまな方
法で人間の生活に影響を与えていることを強調してい
る（16）。この調査に協力した人たちは、動物が与えて
くれる愛情、愛着、幸福、感謝、忠誠などが毎日の生
活を豊かにしてくれている、と回答した。動物たちの
存在は、高齢者にとって重要となる日々の目的となっ
たり、社会との接点を増やしたり、また幅広い活動の
刺激になったりすることで、孤独の解消に役立っており、
結果としてそれが全体的な幸福感につながっていた。
子どもの頃からずっとペットを飼っていると述べた参
加者の中には、動物が過去の記憶を思い出すきっか
けになっていると答えた人もいた。動物の世話にまつ
わる経済的コストや身体的負担といった否定的な面
への言及もあったが、この研究の回答者は全員が動
物と一緒に長生きできることを望んでいた（17）。これ
らの結果は、犬と一緒に暮らす、または働く人の大多
数が、彼らを多くの点でほぼ人間とみなし、愛情を受
け取って返してくれる知的で個性的な唯一無二の存
在と捉えていることを浮き彫りにしている（18）。

犬の役割
以上のことから、人間に関わる動物の主な「機能」は、
犬を使って次のように例示することができる。

• 「社交機能」-犬はどのように社会に参加しているか、
また犬は日常生活の中でどのようにパートナーとして
振る舞うことができるのか。

図3　犬はしばしばライフスタイルの一つの表現とみ
なされ、ある犬種をステータスシンボルとして選択す
るペットオーナーもいる。

	
©

Sh
ut

te
rs

to
ck

 
「今後、人と動物の関係性に関す
る研究が総体的なものになって
いくのであれば、獣医師は進んで
中心的な役割を果たさなければ
ならず、動物に関わる問題につい
て文化的および社会的論争が起
こったときには、獣医師としての
専門的知識が認知され広く一般
に認められねばならない。」

Katharina Ameli
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対する自己決定と参画の権利をペットに委ねようとする
ことが多くなっている。これは、動物の利益を第一に考
えて治療方針を決定しようとする専門家としての獣医師
の価値観とは相容れない場合があり、獣医師の職業生
活に大きな影響を与えかねない。

獣医師は、2つのカテゴリーのどちらかに分類されると
言われている。その第一のグループは、主な関心事が
アニマルウェルフェアの推進であり、ペットオーナーの
主な関心事も同じであると想定している獣医師である。
第二のグループは、自らをサービス業とみなし、ある事
柄に対して不適当と思われる立場をとるクライアント
に直面したときには相手に合わせて態度を変えるものの、
あくまでアニマルウェルフェアを中心に据えたアプロー
チをとる獣医師である（23）。どちらのカテゴリーにして
も、獣医師はアニマルウェルフェアとペットオーナーのニー
ズや関心事とのバランスを加味した方法でコミュニケー
ションをとることができなければならない。たとえば、
獣医師は、クライアントがペットの栄養ニーズや行動
問題について尋ねたいと思ったときに、それにふさわし
い相手として選ばれることが多いが、ヴィーガンのライ
フスタイルを送っているペットオーナーから、自分たち
と同じ食事を愛犬に与えてもいいかと尋ねられた場合、
獣医師としてはどう答えるべきだろうか。獣医師は、犬
の利益を第一に考えて、犬のヴィーガン食について考
えられるさまざまな長所と短所を提示するべきであるが、
ペットオーナーのニーズや信念にも配慮しなければな
らない。これは診察室でよく直面する難問の一例であ
るが、獣医療では、動物のニーズを考慮に入れながらも、
最終的には人間の関心事や価値観を優先させるべき
なのだろうか（12）。 

これは、すべての診察には獣医師、ペットオーナー、およ
びペットの三者が存在することを意味し、この関係三者

の個性が互いに影響し合って互いの意見を修正し合い、
診察の最終結果が得られることになる（1）。時にはペッ
トオーナーよりも動物に重きが置かれることもあるが、治
療の成功を確実にする上で重要な役割を果たすのは明
らかにペットオーナーである（図5）。そのため、ペットオー
ナーに積極的に関与してもらうことが不可欠であり、こ
れには傾聴および注意深い、優れたコミュニケーション
が必要である。一方的な判断を押し付けたり批判的に
なったりせずにペットオーナーに接することが必須で（21）、
彼らの感情、心配事、恐れていることを知っておく必要も
ある。獣医師がペットオーナーと診療の話し合いをする
ときには、ペットオーナーがペットに対してどのように振
る舞うべきかを正しく認識できるようなレベルでなけれ
ばならず、このことは獣医師が勧める治療の成功に大き
く貢献する（22,23）。好ましい結果が得られるかどうかを
主に左右するのは獣医師の優れたコミュニケーションス

 
「獣医師は、ペットオーナーがペッ
トとの間にどのような関係性を
結んでいるのかを理解すること
が不可欠である。というのも、こ
れは獣医師としての行動と最適
なアニマルウェルフェアを達成す
る方法の両方に影響を与えるか
らである。」

Katharina Ameli

図4　犬はしばしば、ペットオーナーの性格を反映し、
そうすることでペットオーナー自身の個性を強め、肯
定する役割を担うことになる。
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図5　獣医師は、時としてペットオーナーよりも動物
に重きが置かれることもある「三者」の中で診察を行
わなければならない。

33



では、将来の獣医療はどうなるだろうか。人間と
動物全般、特に犬との関係性が変化したというこ
とは、今や多くのペットが家族とみなされているこ
とを意味し、獣医師はこれを認識しなければなら
ない。同時に、獣医師を社会サービスの提供者と
する見方はますます広がってきており、私たち獣
医師はコミュニケーションスキルおよびコミュニケー
ション能力が、職業上の成功の決め手となる時代
を迎えている。そのため、徹底的な監督管理下で
のコーチングを用いた、実用的なコミュニケーショ
ンスキルの教育を、学生だけでなく（これにはすで
に過密な学習カリキュラムの中で時間を作る必要
があるが）卒後研修としても提供する必要がある。
最後に、獣医師は、もっとソーシャルメディアなど
のコミュニケーションチャネルを活用して、動物に
関連した問題についての情報を発信して普及させ
ることができるはずである。このような積極的な
働きかけは、動物だからこそ起きる問題だという
認識を広めたり、動物そのものに対する認識をよ
り良くすることに貢献できるだろう。
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キルであって、単なる専門的知識や技能ではない（21）。
逆に、信頼感の欠如やコミュニケーション不足は、ペット
オーナーが獣医師の能力やプロ意識を低く評価してしま
う大きな要因になることが多い。コミュニケーションが上
達すると、アクティブ・リスニング（積極的傾聴）を通じて
ペットオーナーの懸念やニーズに共感しながら熱心に診
察に取り組むことができるし、専門的な情報を分かりや
すく伝え、それによってペットオーナーが治療法について
インフォームド・チョイス（十分な説明を受けたうえで、患
者側が自らの意志で選ぶこと）を行えるように導くことも
できる（21,25）。ボディランゲージのような細かいことも
大きな役割を果たしていて、医療従事者の顔の表情が選
択された治療法に対する患者の信頼度に大きく影響す
ることが示されている（24）。おそらくこれに関連すること
であるが、電話でのアドバイス（遠隔診療）は特に誤解さ
れやすい。クライアントはこのような方法で提供された
情報を常に理解できるとは限らないからである。また、ペッ
トオーナーはペットのことが心配で会話に集中していな
いこともあるため、電話でのアドバイスは誤解だけでなく
聞き逃しにもつながってしまうおそれがある。とはいえ、
遠隔診療の到来はアニマルウェルフェアにとって有益な
面もあり、何らかの支障があって直接の来院が不可能な
場合などはその一例である。したがって、今日の獣医師は、
ペットオーナーから正確な情報を引き出し、それに応じ
て的確なアドバイスを行えるような方法で「遠隔」診療を
実施できるようになっておくことが重要だと思われる。

手短に言うと、上手なコミュニケーションは信頼の基礎
を築く、ということである。ペットオーナーが獣医師を信
頼してくれれば、それが優れた医療を提供する基盤となっ
て、動物の幸福、そしてクライアントと私たち獣医師自身
の満足につながるのである。
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栄養面のアドバイスについては、もちろん獣医師の方が「グーグル先生」
よりも優れている。しかし、獣医師はこれをペットオーナーに効果的
に伝えることができているだろうか。このトピックをうまく診療に組み
入れる方法をAntje Blättner獣医師が解説する。

栄養指導で「グーグル先生」に
打ち勝つ方法

キーポイント

1

ペットオー
ナーは今や、「専門

家」が何らかの栄養面の
アイデアを推奨している、ま
たは科学的根拠がほとんどま
たはまったくない、単に流行し
ているだけの食事を推奨し
ている無数のウェブサイ
トにアクセスできる
状況にある。

2

獣医療チームが栄養相談の
ための方法をきちんと整備し
ておくためには、積極的な取
り組みが必要である。

3

ペットに食事を与えること
はケア全体と強く関連してい
るが、犬はペットオーナーの
個人的な好みに合った食事を
与えられていることが多い。

4

どんなアドバイスをされよ
うとも自分の意見を曲げな
い人はいるので、どんなにコミュ
ニケーション能力に長けた人
でも時には限界を感じること

がある。

も共通して言えることは、「グーグル先生」がペットケア
の欠かすことのできない一部分になっている、という点
である。今のペットオーナーたちは数え切れないほどの
ウェブサイトやアプリにアクセスできる状況にあるが、そ
れらはアクセス数や利用者数を増やすために興味を引く
ように競い合っていて、一見すると面白くて説得力があ
りそうな内容を採用していることが多い。このような状
況で、獣医師には何ができるだろうか。

成り行き任せの
コミュニケーション？
もし私たち獣医療関係者が、純粋に技術的な専門知識
に加えて、クライアントに働きかけるときにも利用できる
特定のトピック専用のコミュニケーションモデルという
ものを持っていたとしたら、動物病院が提供するサービ
スは常にこの上なく良いものになるはずである。これを

イントロダクション
毎日の診療業務の中で、クライアントからある特定の内
容について相談を持ちかけられたとき、それにうまく応
えることができない自分にイライラしてしまった、といっ
た経験はないだろうか。あるいは、診察中にペットオー
ナーと話し合いたいトピック（ワクチン接種や栄養など）
があるのに、それをもし持ち出したら、おそらく面倒なや
り取りが長 と々続いてしまいそうで、つい避けてしまう、
ということはないだろうか。実際のところワクチン接種の
トピックについては、最新の情報が出されるたびに劇的
に変化してきていて、全体としてワクチンの接種回数を
減らす、個別に予防スケジュールを作成する、接種間隔
を延ばす、といった方向にシフトしてきていることを考え
ると、クライアント教育は不可欠である。栄養に関して
言うと、無数の「専門家」が次 と々世に出している新しい
給与法の推奨やフード製品が、ペットオーナーに混乱
を招いている可能性がある。しかし、どちらのトピックに

Antje Blättner, 
DVM, Vetkom, Neustadt, Germany
ベルリンとミュンヘンで学び、1988年の卒業後、自ら小動物病院を開業し経営した。その後、
オーストリアのリンツ大学でトレーニングとコーチングに関する卒後教育課程を修了し、獣
医師と動物看護師に対して病院経営、クライアント・コミュニケーション、マーケティング、お
よびその他の関連トピックに関して講演、セミナーおよび院内トレーニングを通じて教育す
ることを専門とした国際企業、Vetkomを設立。獣医学雑誌2誌の編集にも携わる傍ら、ロ
イヤルカナンの教育訓練獣医師として20を超える国々で活躍している。

35



読んでいる読者は何かお持ちだろうか。栄養についてア
ドバイスするための方法を持っているか、それとも単に「そ
の時 の々状況による」のか。別の言い方をすると、日によっ
て、クライアントによって、そして自身のやる気によって、
やり方を変えることがあるか、ということである。もし読
者が、綿密に組み立てられた様式で診療を計画して実
践している数少ない獣医師の一人なら、本稿を読めば
自分のやり方の正しさが証明されたと思うだろうし、多
分一つか二つの（新しい）ヒントも得られるだろう。しか
しながら、ほとんどの獣医師はそのときどきのやり方で
その場を凌いでいて、そのような方法は（トピックのいか
んにかかわらず）成功につながるアドバイスを提供する
方法として決してベストではなく、獣医師とペットオーナー
の間に間違いなく何らかの行き違いを生じさせてしまう
ことになる。この問題に対処するには、うやむやにする（す
なわち回避行動）か、じっくり時間と労力をかけて取り
組むか、しかない。これは、クライアントが市販ペットフー
ドと手作り食の長所と短所について、といったような特
定の内容に興味を持っている場合に特に当てはまる。

重要なこと
日常の診療業務に栄養のトピックを組み入れる
かどうか、そしてどうやって組み入れるかを前向
きに決定し、それを実践しなければならない-こ
れが成功を収める唯一の方法である。

獣医師が決めること
動物の栄養について伝える、力強くて説得力のあるコミュ
ニケーション方法を実践するためには、まず動物病院内
でこのトピックの重要性を正しく認識しておくことが不可
欠である。病院として積極的に取り組む姿勢がなければ、
たとえクライアントと話し合っても、手応えがないか、まっ
たく効果がなくて、時間の無駄になってしまう。たとえ、
自身の動物病院では食事のアドバイスを提供しないと決
めても、ペットオーナーは栄養に関する質問をよそで尋
ねるだけなので、このサービスを放棄して検索サイトに
委ねてしまうかどうかはご自身次第である。面倒なこと
のイメージがあるかもしれないが、実は、動物の栄養に
ついて妥当で効果的なアドバイスを提供することは特に
難しいことではなく、むしろ楽しくさえなるものである。

クライアントの視点
ペットオーナーがペットのためにどんなタイプの食事を
選ぶにしても、「愛情は胃袋から」なのは動物に対しても
同じなので、ほぼ必ず感情的な問題になる。動物との関
係性が支配や拘束といった「労使」の関係である少数の
人を除いて、ほとんどのペットオーナーはペットに対して
強い愛着心を抱いている。食事を与えることはケア全体
と強く関連しているため、これは人と動物の絆の大きな
要因となり、ほとんどの人がペットのためにはバランス
の取れた健康にいい食事が非常に重要であると信じて
いる。それを思えば、現在、ペットに手作りの「フレッシュ」

フードを与えるという傾向が明らかに見られるのも当然
であり、これはしばしば、ベジタリアンやヴィーガンといっ
たペットオーナーの食の好みを反映している。そのため、
多くの人がペットに対する愛情行為としてレシピを研究し、
食事を手作りしているが、これは特に「ミレニアル世代」
と「高齢単身者」に多く見られる。そもそもこれは、この
トピックが感情的なものであり、単に科学的に証明され
ているといった内容の講義をクライアントに聴かせるだ
けで対処できる問題ではないことを意味する。

基礎を作る
動物の栄養について技術的な内容だけを説明してもお
そらくクライアントの心を動かすことはできないが、その
内容に関するしっかりした知識と優れたコミュニケーショ
ンスキルは会話を成功させるための必須条件である。ペッ
トオーナーが獣医療チームに期待することは、この分野
の最新のトレンドに関する知識、および自分のペットの
ための個別の推奨事項である（図1）。ここでのキーワー
ドは「個別化」であり、これはまさに、少なくとも今のと
ころは、サーチエンジンにはできないことである。インター
ネット上にはさまざまなアドバイス、レシピ、やり方があ
ふれていて、ペットオーナーは、たとえばオンラインの「質
問票」に回答すれば「ベストな」食事を見つけられると
信じてしまうかもしれないが、それらの情報源が本当に
特定の動物のための個別化された解決策になるのかど
うかは甚だ疑問である。ペットとペットオーナーのこと
を本当に知っているのは獣医療チームであることは明ら
かだが、この関係性を維持するためには、クライアント
にアドバイスを提供する病院のメンバー全員が栄養に
関して優れた知識を持っていなければならない。

しかしながら、これは大きな障害でもある。オーストリア
とドイツのオピニオンリーダー的な動物病院に「あなた
の病院に動物の栄養・食品学分野について特別な訓練
を受けた人物はいるか」と尋ねた最近の研究は（１）、回
答のほとんどが「いない」だったと報告している。それら
の病院の90%以上が院内でペットフードを販売してい
るにもかかわらず、である。私たち獣医師は、ワクチン接
種のようなその他の事柄についてはそのための優れたト
レーニングを受け、それでも、それに関する事実をすべ
て把握できていなければワクチンを推奨することはない、
ということを思い出して欲しい。それと同じように、動物
の栄養に関する詳しい知識は、獣医業の核心的な一面
なのである。

重要なこと
一般にクライアントは自分のペットに最適な栄
養というものに関心を持っている。専門知識と良
好なコミュニケーションを用い、ペットオーナー
の共感を得られれば、きっと彼らを納得させるこ
とができる！
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「もし私たち獣医療関係者が、純
粋に技術的な専門知識に加えて、
クライアントに働きかけるときに
利用できる特定のトピック専用の
コミュニケーションモデルという
ものも持っていたとしたら、動物
病院が提供するサービスは常に
この上なく良質のものになるは
ずである。」

Antje Blättner

コミュニケーションを生み出す
たとえクライアントが栄養に関する内容について凝り固
まった考えをいつまでも変えようとしない場合でも、少
なくとも、ペットオーナーはそのことに関心を持っている！
と言うことはできる。寄生虫の駆除や予防といった、い
つもするような刺激のない話に比べたら、相手の興味を
引き付けて夢中にさせるトピックについて会話するのはずっ
と簡単である。この利点をフルに活用しなければならない。
そして、クライアントの関心を確実に正しい方向に導く
ためには、動物の栄養について話し合うときのコミュニ
ケーションのやり方というものを計画しておくべきである。
このプロセスには、鍵となる次の3つの質問が指針となる。

• 病院内の誰がこのトピックの主な連絡先となるのか。
つまり、誰が最新情報・更新情報の管理、ペットフー
ドの注文、および販売する製品構成の維持を担当す
るのか。

• 新しい情報をチーム全体にどのように伝えるのか。
• 誰がクライアントにこの話題を切り出すのか、そしてど
のようにこのトピック  の会話を進めるのか。すなわち、
このコミュニケーションを日々の診療業務にどのよう
に組み入れるのか。

病院のメンバーは、クライアントとの会話でよく話題に
上るトピックが何かを知っていても、それに正しく答える
知識を持ち合わせていなかったり、揉め事になりそうな
内容、異論の多いトピック、そして自分が答えることので

きない質問を恐れていたりすることがある。残念なことに、
栄養に関するアドバイスを日常的にクライアントに提供
している動物病院はごく少数であるが（図2）、動物の栄
養は非常に重要なので、積極的に取り組むことが不可
欠である。優れたコミュニケーション手順に不可欠な因
子を図3に示したが、チーム全体でこの技術を身に付け
るべきである。初めに「標準的な」クライアントへのアプ

図1　ペットオーナーは、動物病院が自分のペットの食事のために個別化された推奨事項を提示してくれることを期待している。そ
のため、チーム全体がこのトピックに対するアプローチの仕方を知っておかなければならない。
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• 「レックスにどんな食事を与えていますか。」
• 「今日はどうされましたか。」
• 「フレッシュフードを与えることに関心を持たれている
のはなぜですか。」

• 「BARF［Biologically Appropriate Raw Food（生
物学的に適切な生の食物）、いわゆる生のフード］に
それほど関心を持たれているのはなぜですか。」

• 「グレインフリー（穀物不使用）ドッグフードについて
何かお尋ねになりたいことはありませんか。」

クライアントが「フレッシュフードについてお聞きしたい」
と答えた場合、こちらには基本的に2つの選択肢がある。
すなわち、正確かつ重要と思われる情報のすべてを駆使
してフレッシュフードの長所と短所を説明することから
始めるか、クライアントがそれを選ぼうと思った理由や
動機を尋ねる反対質問から始めるか、である。そうすれ
ば、より正確に、より具体的に応答することができるし、
関心があることを示して信頼を築くことができる。この
場合の会話の流れは、おそらく以下のようなものになる
と考えられる。

クライアント：「フレッシュフードについてお聞きしたい
のですが。」
獣医師：「フレッシュフードに特に関心を持たれたのは、
どういった理由からでしょうか。」
クライアント：「犬の雑誌に、その方がすべての成分が天
然で健康にいい、と書いてあったので。」
獣医師：「そうですか。犬にとって健康にいい食事がとて
も重要だということですね。その材料にはどんなものを
お使いですか。」
クライアント：「ええと、基本的には私が食べるものと同
じです。主にベジタリアン食で、ズッキーニ、パスタ、トマト、
ハーブなどですが、もちろん犬用には、あまり健康によく
ないと思われるスパイス類は使っていません。」
獣医師：「それは美味しそうですね！でも、そういった食
事でちょっと心配なのは、レックスに必要な栄養素が十
分に含まれていないことです。その食事に若い犬に必要
なものがすべて含まれているかどうか、分析してもらった
ことはありますか。これは、特に成長期には、とても大切
なことなのです。」
クライアント：「いいえ、ありません。分析しないといけま
せんか。」
獣医師：「念のために、そうされたほうがいいでしょう。
お聴きしていると、健康をとても重要視されているよう
ですね。」
クライアント：「はい、そのとおりです。それで、これから
どうすればいいでしょうか。」
獣医師：「まずは、若い犬用に作られているドッグフード
の小袋をお渡しします。それと、今お使いのレシピをお
持ちください。それをこちらのコンピュータ・プログラム
でお調べしますので、結果についてご相談した上で、一
番いい解決策を見つけましょう。」
クライアント：「でも、新鮮な材料を含んでいない食事は
ダメです！」

愛犬の食事の与え方についてペットオーナーと話
し合っているか？ （回答169件）

1.1%
初診時のみ

31.4%
いつも

67.5%
食事に問題がありそうなとき（犬が不健康に見
える、太りすぎまたは痩せすぎている、被毛につ
やがないなど）

図2　調査対象となった動物病院の67.5%が、ペッ
トが痩せすぎている、太りすぎている、または具合が
悪そうに見える、といった問題が生じたときにしかペッ
トオーナーと栄養について話し合わないと答えてい
る（1）。

ローチの仕方を策定し、それから「難しい」クライアント
用の会話の策定へと進んでいく。ロールプレイングは、
誰もが間違えても許される心理的に安全な場で練習す
ることができるので、たとえ違和感があって変な感じが
したとしても、この技術の習得に非常に役立つし、楽しく
もある。また、準備万端と思えるようになるまで、必要に
応じて診察シナリオを繰り返したり、会話の内容を吟味
したりできる。難問を投げかけてくる難しいペットオーナー
を演じることはチームが的確に準備するのに役立ち、最
終的には全員が自信を持って栄養の基礎についてクラ
イアントと話し合うことができるようになる。

クライアントのニーズは何か
獣医師である私たちは、専門家の視点から重要と思わ
れるトピックについてクライアントに情報提供を行うこ
とが多い。これは基本的に専門家として堅実なアプロー
チであると言えるが、たいていの場合、その内容はペッ
トオーナーが必要としているものや関心があるものとは
一致していない。ペットオーナーにはペットオーナーの
自身の視点や興味、考え方があって、それらはしばしば
私たち獣医師のものとは完全に異なっている。クライア
ントの心を動かしその姿勢に対応できるのは、面白くて
お互いのためになる巧みな会話の高度な技術である。
そのための一番簡単な方法は、クライアントに何が必要
か、何が欲しいのかを尋ねることである。つまり、栄養に
ついて話し合うときは、たとえば以下のように、会話を
具体的で自由に答えられる質問から始め、さりげなくこ
ちらの言いたいことを強調するのである。

#30.3
38



連絡を取り合うこと、本心の会話を促すこと、および獣
医師からアドバイスを切り出す出発点を見つけ出すこと
である。一般に人の信念はその人自身の「自治領」なの
で、クライアントが確固たる視点を持っているときは慎
重に事を進めるよう心がけなければならない。獣医師
の技術的な専門知識は確かに優れているかもしれないが、
ここでは獣医師の資格はほとんど役に立たない。クライ
アントに獣医師の言うことを信じてもらうためには、まず
その前に一人の人間として信頼してもらわなければなら
ず、この信頼は時間をかけてじっくりと育む必要がある。
ボックス1～3は、獣医師側の質問とクライアントの答え、
その答えから得られる情報とそれが意味するもの、なら
びにそれに対してできる対処法の例を示している（図4）。

クライアントのカテゴリー

厄介なクライアント
そもそも相手をすること自体が賢明ではないと感じさせ
るような人もいる。まだ一言も発していない診察の初っ
ぱなから、すでに感知できるほどの緊張とわずかな不安
が生じているのである。このようなクライアントは、何ら
かの理由でこちら側の中にある一つ（または複数）の引き
金を作動させているということを認識することが重要で
ある。これは通常、出会った最初の数秒以内に感じ取る
ボディ・ランゲージと関連していて、「目の前にいるのは敵
か味方か？逃げるべきか、闘うべきか、安全か？」などと
素早く判断するための脳の原始的能力に基づいている。
なので、脳がその状況を「脅威」として分類すると、感知
した脅威に気を取られて目の前の人物（およびそのペット）
に集中できなくなるため、不快感を覚え、相手に対して
先入観を抱き、その後の会話をうまく進められなくなっ
てしまう。ただし、このメカニズムを認識していれば前向
きに対策を講じることができるので、クライアントに不快
感を覚えたときは、一呼吸置いて状況を分析する。

• 自身の精神状態はどうか。リラックスしていて、気分に
問題はないか。または前のクライアントにイラついたま
までいないか。出会いの結果を主に決定づけているのは、
出会いが始まったときの自身の精神状態や気分である。

• そのクライアントのどんな言動が
引き金を作動させたのか。それ
は非常にささいなものかもしれず、
もしかしたらそれは、集まるたび
に同席者に不愉快なことを言い
散らして、本当の会話を遮ってし
まう親戚や友人のことを思い出さ
せたのかもしれない。

たいていは、この簡易チェックで実
際に起こっていることを正しく把握
することができる。最初の印象から
自身を解放することができれば、先
入観なしにクライアントと向き合う
ことができる。

小動物病院における 
栄養アドバイス

「難しい」ペットオーナーとのやり取りを含めたクライア
ント・コミュニケーションの練習およびロールプレイ

コミュニケーションの 
専門知識

臨床栄養学の専門知識と 
その定期的な更新手段の評価と修正

院内の実践的組織； 
誰が／何を／どのように／いつ？

図3　院内での専門的栄養アドバイスの実践を成功させる要素

獣医師：「承知しています。新鮮な材料を取り入れるた
めの最適な方法がきっと見つかるはずです。」

質問し続ける
会話を発展させる最良の方法は質問し続けることである。
そうすることで、ペットオーナーとの対話を確実に意味
のあるものにし、かつ犬の栄養要求量の話題に絞って話
ができるようになる。そして、後に続く質問は、クライア
ントの視点を共有して、彼ら自身がすでに持っている知
識や思い込みの内容を理解できるように、やや直接的な
ものにするべきである。これは存在するかもしれない障
壁を破壊するためには特に重要である。というのも、ク
ライアントの言葉やその意味の裏にある理由を把握す
ることが不可欠であって、言い争いはその役には立たな
いからである。したがって、後続の質問はおそらく以下
のようなものになると考えられる。

• 「すべての犬にBARFが最良の栄養だということを、ど
こで見たり聞いたりされたのですか。」

• 「犬の食事を手作りする利点は何だと思われますか。」
• 「ドライフードについて、どんなことがご心配ですか。」

重要なこと
質問は、対話の開始、クライアントのニーズの把
握、および彼らの意見や懸念に関する情報の取得
（いずれも獣医師側の視点を理解してもらうため
の重要な要素）にとって最良の方法である。

会話を利用する
質問しなければ答えは得られないし、良い質問をしなけ
れば良い答えは得られない。そのため、会話を始める前
に自分が何を知りたいのかを正確に理解しておくことが
極めて重要である。正しい質問を特定できて初めて、正
しく活用できる答えを得ることができる。そうやって質
問したらクライアントは自分の意見、知識、および視点
を明らかにしてくれるはずなので、その次のステップはそ
れらを評価することである。目的は、ペットオーナーと
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は苦労することがあり、これに対する解決策は必ずしも
見つかるとは限らない。このようなペットオーナーには
たいてい、参考にしている人や物が別に存在する。それは、
こちらよりも影響力の強い誰か、または以前に相談した
誰かかもしれないし、インターネットの情報源かもしれ
ない。そのクライアントが（彼らの視点から見て）妥当な
主張をしているのか、あるいは単に逆らいたいだけなの
かを見抜きたいときは、以下のような「what if（もし～
だったら）」法をやってみるといいだろう。

クライアント：「先生のフードは高すぎます。ペットショッ
プに行けば同じようなフードがもっと安く手に入ります！」
獣医師：「ラッキーのフードの値段が重要なのはよく分
かります。では、もし値段が同じくらいだったら、私から
フードを買っていただけますか。」

これに対する基本的な反応としては、「はい、それについ
て教えてください」か「いいえ、それでも私は別のフードの
方がいいと思います」の2種類が考えられる。反応が前者
なら、重要なのは値段だということが分かったので、別の
サービス（体重チェック、1回量の計算、一定量以上を購
入したときの値引きなど）も提示しながら、この話を自身
がどこまで進めたいかを考えることができる。反応が後
者なら、そのクライアントは別のフードの方を信頼していて、
値段はそれほど問題ではないことが分かる。これによって
こちらが勧めるフードとその品質について具体的に話す
機会が得られる。説得はできないかもしれないものの、と
りあえずは建設的な対話への扉を開くことができる。

クライアント：「いいえ、それでも私は別のフードの方が
いいと思います。」
獣医師：「フードの品質を心配されているのですね。私た
ちのフードはどのような点が劣っていると思われますか。」
クライアント：「私のフードには米が入っていません。米
はラッキーに良くありませんから！」
獣医師：「心配の種は米ですか。米についてどんなことを
見たり聞いたりされたのですか。」
クライアント：「アレルギーを引き起こすし、単なるかさ
増しじゃないですか！」
獣医師：「誰がそんなことを言っているのですか。」
クライアント：「ブリーダーです。肉を多く与えて、炭水
化物はごく少量にするように言われました。」
獣医師：「なるほど。それでは、一度そのフードを袋ごと
持ってきていただいて、栄養成分を分析するというのは
どうでしょう。コンピュータ・プログラムを使って2つのフー
ドを比べることができますので、それからどちらがラッキー
のために最適かを判断したほうが良くないですか。」

基本的に、クライアントが発する可能性のある言葉は、「そ
れはいい考えですね！」か「いや、私はブリーダーを信じ
ています。彼は何でもよく知っていますから！」のどちらか
である。答えが後者の場合、この域に達しているクライア
ントには、それ以上時間とエネルギーを費やしても無駄
である。このようなペットオーナーは自分自身の意見を持っ
ていて、それに対する強いこだわりがある。それでも、そ

ボックス1．

質問 「BARFにそれほど関心を持たれているの
はなぜですか。」

答え 「ブリーダーに勧められたからです。彼はそ
の道のプロですから！」

情報 
および 
重要性

ブリーダーがBARFを勧めた-クライアン
トの目にはブリーダーが犬の栄養学の専門
家と映っている。
ブリーダーはすでに専門家として認識され
ているが、獣医師は（まだ）そうではない。
注意：ブリーダーに疑問を呈して自身の専
門知識を強調しすぎるのは逆効果になりか
ねない。

考えられる
応答

驚き：「へぇ、それは興味深いですね！ブリー
ダーはライフステージ別のレシピも教えて
くれましたか。その中身を一緒に調べてみ
てもいいですか。」

ボックス2．

質問 「犬の食事を手作りする利点は何だと思わ
れますか。」

答え
「そうした方が、ラッキーの健康にずっとい
いとドッグクラブで聞きました。だって全部
が新鮮ですから！」

情報 
および 
重要性

ドッグクラブが新鮮な材料はラッキーの健
康にいいと言っている。
警告：そのペットオーナーにとってドッグク
ラブがどれほど大切かを獣医師側は分かっ
ていない。

考えられる
応答

強化および誘い：「それは面白そうですね。
これについて一緒に見ながら検討できる文
書をお持ちか、ウェブサイトをご存知です
か。」

ボックス3．

質問 「グレインフリー・フードに関心を持たれて
いるのはなぜですか。」

答え
「私自身が小麦の不耐症で、動物も多少消
化しにくいかもしれないとインターネットで
読んだからです。」

情報 
および 
重要性

疑わしいかもしれないインターネット情報
注意：そのペットオーナーは「あらかじめ情
報を取得」していて、自身の調査を自慢に
思っている可能性がある。

考えられる
応答

誘い：「それについては話し合わないといけ
ませんね。インターネット上の情報はすべ
てが正しいとは限りませんし、人間の栄養
に関することがすべて動物に当てはまると
も限りません。次に来院するときに、見つ
けた情報を印刷して持ってきてくださいま
せんか。そうすれば一緒に検討することが
できますので。」

重要なこと
先入観を捨て、少し冷静になって、具体的な質問
をするよう心がければ、難しいクライアントにもきっ
と働きかけることができる。そこをうまく乗り切っ
てほしい。その向こうにはしばしば二度目のチャ
ンスが待っているのだから！

「ノー」ばかり言うクライアント
こちらの提案に「ノー」しか言わないペットオーナーや、
単なる慎重さから「ノー」ばかり言うペットオーナーに

#30.3
40



のペットオーナーの犬が次のライフステージに入ったり、
病気になったり、または結局ブリーダーのフードに対して
不耐症になったりすれば、その考えも変わるかもしれない。
機会があるごとに栄養アドバイスを提供し続けていれば、
そのうちにまたチャンスが巡って来るかもしれない！

「非協力的」なクライアント
おそらく最も難しいのは、断固とした自分の考えを持っ
ていて、どんな戦略を使おうとも議論の相手になってく
れそうにない頑固なクライアントの扱いである。そんな
時は、人生に100%成功することなど存在しないので、
どんなにコミュニケーション能力に長けた人でも時には
限界を感じることがあるものだ、と考えてしまって構わ
ない。時として「れんがの壁」にぶち当たったとしても、
よりよい対処法をきちんと分析した後は、もう済んだこ
ととして割り切り、先入観を持たないで次のクライアン
トに向き合うよう心がけることである。

アクションプラン
優れた栄養アドバイスを提供するためには、次の3つを
実行する必要がある：

• 動物の栄養に関する信頼できる最新の知識を、たと
えばオンラインセミナーや学会などを通じて確実に習
得する。

• コミュニケーション方法を知っておく（上記を参照）。
• 院内で栄養アドバイスを提供するための手順を策定
して確実に実行する：誰が、どこで、いつ、どのようにク
ライアントに話すのか。

日常業務における最大のハードルは最後の点であるこ
とが経験によって示されており、この点に関する手順を
定めている動物病院はごく少数である。これは、チーム
の中の誰もこのトピックの扱い方を知らず、先手を打っ

てペットオーナーにアプローチするのではなく、ペットオー
ナーに尋ねられて初めて対応していることを意味する。
しかし、成功のためには前向きな取り組みでなければな
らず、以下のようなきちんと定められた手順を用いてい
ればうまくいくはずである。

• 来院したすべての動物の体重を（たとえペットオーナー
が診察に同行していなくても）測定して記録する。こ
れは、すべての投薬で正しい用量を確保するための実
用的手順であるだけでなく、栄養アドバイスにとって
非常に貴重な手順でもある。

• すべての患者に栄養評価を実施する。これはペットオー
ナーがクライアントとして登録されているときに実施
することができる。つまり、おやつを含めてペットに毎
日何を与えているかを尋ね、そのデータを患者ファイ
ルに記録する。クライアントが診察の待ち時間に記入
できる質問票もこの目的に適しており、それを患者ファ
イルに挟み込んでおく。

• 担当スタッフが今の食事を分析して検討し、必要であ
れば、その動物の現在のニーズやライフステージに合
わせて修正する。フォローアップコンサルティングは、
年1回または健康上の理由から別の食事に切り替え
る必要が生じたときに実施する。

図4　クライアントの質問に対する獣医師の答えは、ア
ドバイスを受け入れてもらえるかどうかに決定的に影
響することがある。
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きちんと計画されたアプローチによって、病院スタッ
フは確実に患者の食事ニーズに関する最新デー
タを常に持てるようになる。そうすると、病院スタッ
フがトピックの優先順位づけができるようになり、
クライアントの自覚を促し、完璧で信頼できる栄
養アドバイスを得るのに「行くべき」は動物病院
であることを確固たるものにすることができる。
このような基礎ができていれば、ペットオーナー
がペットの健康的な食事について相談したいとき
に、まず選ぶべき専門家は動物病院チームである
ことを徐々に受け入れ、認めてくれるようになる。
しかし肝心なのは、まずは行動を起こさなければ
何も起こらない！ということである。ペットの栄養
に積極的に取り組むことで、クライアントのロイヤ
リティを高めて、病院のイメージを良くし、収益力
を向上することができる。
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20年ほど前から、動物病院の企業による法人経営化はまさに驚異的と言わざる
を得ないほど急増してきている。本稿では、現状を概説し、個人病院オーナーに
役立つ助言を提供する。

獣医療の経営統合

イントロダクション
獣医療の統合（事業買収）という大きな流れは現在世界
各地で沸き起こっている現象であり、このことは個人開
業獣医師にとって当たり前になっている慣習を変えてし
まう可能性がある。本稿では、ここ数年の企業グループ
病院の発達を概説するとともに、現在の市場における個
人開業獣医師の立ち位置を考察する。

変化の25年間

獣医療の法人経営化は1990年代半ばに米国で、もっと
正確に言うと、Banfi eld Pet Hospitalsの株式を
Mars Petcareが取得した1994年に始まった。大西洋
の反対側では、CVSグループが1990年代の終わりに英
国の動物病院の統合を開始したが、世界のその他の地
域で企業グループ病院が発達し始めたのは2010年になっ
てからだった。興味深いのは、現在世界的影響力を持
つ2つのグループ-Mars PetcareおよびNational 
Veterinary Associates（NVA）-の始まりがともに米
国であったことで、統合が始まって25年になる今日では、
米国の小動物獣医師の約35%が、臨床獣医師を500人
以上雇用する企業に勤務している。2020年までに
Mars Petcareは6部門を展開するに至っており、その
中で17か国にわたって2,300か所を超える動物病院を
所有し、14,000人超の獣医師を雇用している（図1）。
NVAも国際的な存在感を示していて、北米、オーストラ
リア、ニュージーランドおよびシンガポールで計950か所

キーポイント

1

獣医療の企業による法人経
営化は広く普及している世界

的現象である。

2

企業グループは、早急かつ
持続的な収益が見込まれる動
物病院にはプレミアムを払っ
てでも買収することが多い。

3

提供するサービスという
点で、個人経営の動物病院は
ほとんどのレベルで企業グルー
プ病院と競い合うことが

できる。

4

所有者が誰であろうと、
動物病院は持続可能な成長
と収益を最大化するために、
専門性を活かして運営される

べきである。
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図1　Mars Petcareは現在、米国のBanfi eld（a）
や欧州数か国にあるAnicura（b）など、さまざまな名
称で営業する2,300か所を超える動物病院を所有し
ている。
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DVM, MBA, Phylum, France 
1984年にフランス国立トゥールーズ獣医大学を卒業し、1990年に動物病院を対象とするコンサ
ルティンググループPhylumを設立した。現在は経営戦略、マーケティングおよび財務を主な専
門分野とするマネジメントエキスパートとして20か国以上で活躍している。獣医師と動物病院スタッ
フに病院経営に関する研修を提供するかたわら、世界各地の獣医療の経済面からの評価にも携
わっている。多作な著者でもあり、これまでに50本を超える動物病院に関する論文を発表している。

Lucile Frayssinet, 
DVM, Phylum, France
2019年にフランス国立トゥールーズ獣医大学を卒業したフランス人獣医師であり、現在は動物
病院マネジメントのコンサルタントとしてPhylumに勤務し、国際的な経営戦略問題およびマー
ケティング問題に注目している。欧州およびその他の地域の獣医療界における統合（事業買収）
の流れには特に関心を寄せていて、最近はフランスと欧州における獣医師の人口統計学的推移
に関する詳細な調査にも関与した。

の獣医療施設を保有している。オーストラリアとニュー
ジーランドの市場には、ここを本拠地とするNVA（250
ほどの動物病院を保有）だけでなく、ともに株式上場し
ているGreencross（200の動物病院を保有）および
Apiam Animal Health（約50の動物病院を保有、およ
びいくつかの産業動物病院に出資）という2つの国内企
業も含まれている。

一方で、欧州の現状は地域によってかなり異なっている。
スウェーデン、英国、フィンランド、ノルウェー、デンマー
ク、オランダのように統合プロセスが進んでいる国 で々は、
4分の1から半数以上の小動物獣医師がグループ病院
に勤務している。他方のスペイン、フランス、ドイツ、オー
ストリア、アイルランド、スイス、ベルギーおよびポルトガ
ルのように統合プロセスがまだ始まったばかりの国々で
は、グループ病院が雇用する小動物獣医師は10%未満
である。アジアでは中国市場において統合がこの2～3
年で強力に進められ、現在中国国内には二つの主要企
業が存在する状態となっている（その一つは1,000を超
える動物病院を所有し、現在株式公開を計画中である）。

全体として、獣医療市場における統合は一般に非常に
急速に進んでいる。たとえば IVC-Evidensia（所有病院
数および雇用獣医師数の点で欧州第一位）は、2017年
から2019年までの間に病院数を500から1,200に、獣医
師数を2,000から4,000に増加させた。図2は、2016年
から2020年までの間に獣医療界で起こった主な出来事
を示している。

ほとんどの統合状況においてそうであるとおり、急速な
成長は例外ではなく当たり前になっている。しかし、こう
いった状況をあらためて考えたとき、この市場にまだ個
人開業獣医師の居場所は残されているのだろうか、とい
う疑問が生じる。獣医療統合の流れを元に戻すことは
もう不可能であり、グループに所有された病院が再び独
立した個人経営に戻ることはないと考えられる。それど
ころか、統合の流れは世界中のほとんどの市場に広がり
始め、その流れがすでに存在していたところではさらに
強まっている。しかしこれは、もはや個人経営の動物病
院に未来はない、ということを意味しているわけではない。
むしろ実際は正反対である。

2016
|

NVAがオースト
ラリアに進出

2017
|

MarsがVCAを買収
IVCとEvidensiaが合併

2018
|

Marsが欧州で
Anicuraおよび

Linnaeusとして獣
医療法人の営業を

開始

2019
|

Nestléが IVC-Evidensiaの
株式を取得

Marsがブラジルおよび日本
に進出

図2　獣医療の法人経営化における過去4年間の主な出来事
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動物病院のグループ所有

企業グループはどのようにして 
資金を調達するのか
企業グループの財政構造はその発達段階によって異なる。
伝統的に、動物病院は一人または複数の獣医師によっ
て所有されてきた。しかし、企業グループが形成される
場合は、まず銀行からの借り入れによって資金が調達さ
れる。グループの成長が急速になり始めると、すぐに株
式による資金調達が必要になり、通常は資金を提供す
る未公開株式投資ファンドを導入することになる。この
段階の目標は、比較的短期間（一般に3～7年）で企業の
価値を高めるために、迅速に外部成長（すなわち、グルー
プが所有する病院数の増加）を遂げることである。普通、
未公開株式投資ファンドは2～3年で利益確定売りされ、
別のファンドに交代する。投資サイクルを何度か繰り返
すと、企業グループは（Nestléが IVC-Evidensiaの株
式を取得したときのように）国際的グループの一部に
なっていたり、株式を上場していたりすることがある。
この段階になると、急速な外部成長はもはや唯一の
優先事項ではなくなる。新規病院の獲得もまだ重要
ではあるが、主要な目的はグループの各病院の増収
増益による内部成長になる。

目覚ましい外部成長を示し続けているIVC-Evidensia
のようなグループと、急速に発達し続けているが、その
成長の大部分は既存病院の発展により一定速度で着実
に達成されているVCA（Mars Petcareの子会社）のよ
うなグループの違いは、この資金調達の変動によって説
明がつく。

数百の病院が一つのブランドで 
クライアントを増やすことができるのか
すべてのグループが同じブランド戦略をとるとは限らない。
たとえば、欧州のAnicura（Mars Petcareの子会社）
は所有するすべての病院の正面にその名称を掲げてい
るが、CVSグループ（ロンドン証券取引所に上場）は各
病院の歴史的独自性を保持していて、金融市場外では
欧州ブランドどころか国内ブランドとしても知られてい
ない。また、一つの明確な戦略を打ち出しているグルー
プもあれば、たとえば米国のBluePearlのように、個々
の病院の最善策に合わせたケースバイケースのブランディ
ングという柔軟なアプローチをとっているグループもある。
消費者の視点で言うと、ペットオーナーは通常かかりつ
けの動物病院を1か所に決めるので、地域レベルで強み
のある、よく知られた見分けやすいブランドを持つこと
が重要になる。そのため（少なくとも一見したところでは）、
個々の病院または病院集団が強力な地元ブランドを保
有しているような市場では、全国的ブランドあるいは国
際的ブランドでさえ、そのイメージが競争上有利に働く
ことはほとんどなさそうである。

求人についてはどうか
現在のところ、多くの国で獣医療の人材が不足している
ことは間違いなさそうである。そしてこれは、企業グルー
プ病院の方が個人病院よりも明らかに有利な領域であ
る。大手の獣医療企業はいずれも、かなりのエネルギー
と資源をつぎ込んで求人・採用・教育訓練のプログラム
を開発しており、これらは、国内または場合によって国
際レベルでも、多数の所属病院により共有されている。
このようなスキームの開発に要する時間と費用を賄える
個人病院の独立オーナーはほとんどいない。

なぜグループの方が個人開業獣医師 
よりも獣医療事業の価値を高く 
見積もるのか
急速に成長するために、グループは一般に、従来の職業
上の購入者（すなわち獣医師）が提示するであろう金額
よりも高く（時には2～3倍も）支払って動物病院を購入
する。病院の価値は通常、EBITDA［Earnings Before 
Interest, Tax, Depreciation and Amortization（支
払利息・税金・減価償却・償却控除前利益）］に基づく純
利益に乗数を適用して算出される。この乗数は将来見
込まれるEBITDAの成長度合いによって決まるため、急
速な成長を達成できる機会が大きいほど高い価格が提
示される。

動物病院の査定
従来型の病院を査定するときは、その病院の全購入品
の総費用（医薬品、検査機器、医療消耗品などで通常
構成され、しばしば「売上原価」と呼ばれる）を年間売
上げから差し引いて売上総利益（または粗利益）を導き

 
「現在の料金がその地域の市場
や事業の位置付けと見合ってい
ない場合、値上げをすれば収益
を増やせる可能性はあるが、最
優先事項は、提供しているすべ
てのサービスと製品に対して明
細付請求を徹底することであ
る。」

Philippe Baralon
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出す（図3）。ある事業の売上総利益は、営業経費（賃金、
その他の購入品、支払手数料などを含む）、税金や関税、
およびオーナーへの利益（EBITDA）の分配のすべてを
賄えるものでなければならない。賃金費用に共同経営
者の臨床業務費は含まれない点に注意が必要であり、
計算で得られたEBITDAは基本的に共同経営者への
報酬支払いと病院への再投資を可能にするものである。
個人経営の動物病院の暗黙の経営目的は、労働時間や
願望などを考慮に入れたオーナーまたは共同経営者へ
の良好な金銭的リターンの確保である。収益性が高ま
れば共同経営者の報酬も高くなるが、報酬が満足でき
るレベルにまで一旦達してしまうと、課される税金を主
な理由として（累進制であることが多く、利益が大きい
ほど課税も大きくなる）、収益を少しでも高めようという
意欲が小さくなる。これはしばしば「収穫逓減の法則」
と呼ばれ、すなわち、増加した利益が、それを得るため
に要した労力を正当化するには小さすぎるように見える、
ということである。職業上の購入者（すなわち獣医師）
が獣医療事業を査定するときは、EBITDAに小さな乗数
（ほとんどの場合1～2）を適用する方法を用いるのが典
型である。

ところが企業グループは、共同経営者の業務に対する
報酬を固定費に含めた財務分析モデルを用いて獣医療
事業の価値を評価する（図4）。そのようにして算出され
たEBITDAは、株主に分配可能な利益、すなわちその
企業の全体的価値のより正確な概算値となる。この利
益の増加は、たとえわずかであっても株主には良い知ら
せとなる（法人税は累進制ではなく固定税率の比例制
であるため）。企業の収益性を向上させ続けることが、
すなわち彼らの利益となるのである。

この分析では、企業のEBITDAが示すベースが従来モ
デルよりも狭くなる。しかし、必ずや利益を急速に増加
させることができると購入者が考えた場合、彼らは支払
うべき価格を決める時に適用する乗数が高め（通常は5
～12、時にはそれ以上）になっても構わないと考える。
このように企業グループは、EBITDAひいては事業の価
値を迅速に高めることができるという合理的な自信を
根拠に、従来の購入者よりも多くを支払うのである。そ
れに対して個人の独立病院は、共同経営者へのより良
いリターンを主な目的とするため、この報酬に基づいて
事業の価値を評価することになる。

個人開業獣医師のための戦略

企業グループとの競争に直面して、個人開業獣医師は
自身の成長戦略をどのように組み立てるべきだろうか。
事業の財務見直しや、今後を見越した予算立ては不可
欠であるが、それだけでは十分ではない。この見直しでは、
現在の獣医師または共同経営者が事業オーナーとして
最良かどうかも検討するべきである。動物病院の価値
はその経常利益に基づくため、この売上を最大化して持
続させることができる人物が最良のオーナー（または最
良の購入者）ということになる。オーナーまたは共同経
営者の後継者育成計画も考慮しなければならない。オー
ナーが引退または事業持分の売却を望むといった大き
な変化が予測される場合には、将来の計画を立てたり
病院の価値の最大化に目を向けたりする一つの大きな
きっかけになる。

図3　動物病院の従来の財務評価 図4　獣医療企業の法人財務評価

収益 収益

粗利益 粗利益

「EBITDA」 
（共同経営者の報酬＋ 

再投資の資金） EBITDA

売上原価 売上原価

営業経費 営業経費

税金＋関税 税金＋関税

人件費 人件費

共同経営者の 
報酬
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シングルサイトモデルでうまくいくか
立地条件が最適で地元人口も十分とみなして単一サイ
トに設立された動物病院は、興味深く、かつ一般的なビ
ジネスモデルである。その主な利点は、経営管理が比較
的シンプルであること、およびすべての活動が1か所で
行われるため、オーナーまたはマネージャーが簡単なマ
ネジメントツールを用いて事業の進行をモニタリングで
きることである。しかしながらこのモデルには、地理的に
病院に近いクライアントが集まるために発展に伴った事
業の拡大が制約を受け、新規クライアントの獲得が制
限されるというリスクが存在する。そのため、発展は主
としてクライアント一人当たりの売上高の増加に基づく
ものとなる。これによれば長年にわたる持続的かつ堅実
な進歩は可能であるが、病院の立地を含むさまざまな
要因によって成長度合いが大きく変動する可能性があ
る。

マルチサイトモデルはどうか
シングルサイトの発展の地理的限界を克服するために、
複数の病院を運営する事業展開を選択することもできる。
これは、各サイトが拠点中央病院から通常車で15分以上
（ただし30分以内）の距離にある「ハブアンドスポーク」
型モデルで運営されることが多く、中央病院では給与計
算などの「事務処理」を始めとするマネジメント作業の
すべてが集中的に実施される（図5）。ただし、周辺病院
も、診察時間、受付エリア、診察室、病院スタッフ、最新
鋭の診断機器など、最先端のサービスや機能のすべて
を拠点サイトと同一のレベルで提供することができるため、
これらを「副次的」サイトとみなすべきではない。複数サ
イト間の相乗効果を確認することが、このモデルの肝心
な点となる。たとえば、ごく単純な手技を含めて、すべて

の外科処置を拠点病院で実施する、ということが可能で
ある。このように、このモデルではマネジメント資源を共
有できるだけでなく、拠点サイトにある主要な設備類の
活用度の向上と周辺サイトの地理的な場所に関連する
潜在的な問題の排除も図ることができる。そのため、ク
ライアント一人当たりの収益の増加およびより多くの患
者の獲得（特に新規周辺サイトを開院した場合）の両面
から事業の発展が達成される。ただし、各施設に有能な
マネージャーを配置する必要があるため、このモデルの
監督はシングルサイトよりも複雑であり、また、作業方
法や市場ポジショニングなどの要素を、すべてのサイト
を通じて標準化しておくことも不可欠である。とはいえ、

 
「各施設に能力の高いマネー
ジャーを配置する必要があるため、
このモデルの監督はシングルサイ
トの運営よりも複雑であり、また
作業方法や市場ポジショニング
などの要素をすべてのサイトを通
じて標準化しておくことも不可欠
である。」

Lucile Frayssinet

図5　中央病院の回りに病院集団を配置した「ハブアンドスポーク」型マルチサイトモデル

中央病院
30分以内

15分以上

集中的事務処理支援と 
主要臨床資源
•	 年中無休
•	 �高機能な画像診断装置
•	 �優良な臨床検査設備
•	 �完璧な手術施設

どのサイトも同一レベルの 
最先端機能を完備
•	 �診察時間、良好なアクセス、
駐車場

•	 �受付、診察室
•	 �最新鋭の診断機器（X線、
超音波、臨床検査）
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すべての病院が互いに比較的近い場所にあるのでこれ
らは可能である。

複数の独立動物病院で一つのグループを
構築することはできるか
これには、また別のタイプの成長の仕方が必要になる。
基本的には、上記のハブアンドスポーク型システム式に
元の領域から少し離れた場所へとスポークを延ばして
行くことを繰り返して、最終的に一つの地域グループを
作り上げる（あるいは延びて行く距離によっては全国グ
ループにもなり得る）。この種のモデルは通常漸進的に
形成され、このマルチサイトの個々の事業間の相乗効果
はかなり小さい（または実際のところまったくないことも
ある）。また、このモデルには一つの大きな難点がある。
サイト同士が遠く離れたマルチサイト組織のマネジメン
トには専門的アプローチが必要であり、そのための中央
チームの設置が必要になるのである。このチームのコス
トを妥当な期間内で確実に埋め合わせられるようにす
るためには、急速な成長を遂げて相当数（数十から数百）
のサイトを確保しなければならない。ただし、このモデ
ルは獣医療市場では珍しく、現在のところほとんど見受
けられない。それは、地理的に離れた多くのサイトを効
果的に経営管理するのは非常に複雑になるためである。

企業オーナーへの売却はどうか
個人の独立病院の発展の最終段階は、必ずとは言えな
いまでもしばしば、どこかのグループへの事業譲渡（す
なわち売却）となる。購入企業にとってすべての独立病
院が適切または魅力的とは限らないが、現在のような
企業グループの出現は、出口オプションを探っている多
くの個人開業獣医師に以前よりも戦略的になれる可能
性をもたらしている。すなわち、その気になりさえすれば、
いつでも売却できるのである。その時期は、シングルサ
イトの病院が発展して成熟した段階、分院がいくつかで
きた段階、あるいは地域グループや全国グループが形成
された段階など、動物病院事業活動のさまざまな段階
でやって来る。

オーナーにとって最も重要なことは、事業を適切な時期
に適切な価格で売却することである。ここで、事業の売
却は決して失敗ではないということを強調しておかなけ
ればならない。むしろ事業の成功として評価される場合
さえあるのである。その一方で、例えば、後継者育成計
画がうまくいかなかったり、そもそも計画していなかった
りする場合には唯一の選択肢であるため、グループへの
売却を事業者の怠慢とみなさないことが大切である。

動物病院のオーナーがグループへの売却を望んでいる
かどうかにかかわらず、事業の長期的マネジメントが確
実にその価値を最適化するような方法で行われている
ことが極めて重要である。これは常に将来の収益性と関
連するため、企業グループが獲得可能と思われるものと
同等の経常利益を確実に上げることが不可欠である。

独立動物病院の成長戦略がどのようなものであろうと、
覚えておくべき最重要事項は（たとえそんな日が来るこ
とはなくても）あたかも病院を明日売却するかのような
気持ちで経営する、ということである。

収益性の最大化

どうすれば収益性を高められるか
ある事業のEBITDAを迅速に増やしたいときに利用で
きる手段は主に3つある。

• 第一は、収入を増やすことである。単純に料金を値上
げすればこれは可能であるが、実際のところ最優先事
項とすべきは、実施した作業のすべてに対して明細付
請求を徹底することである。適正な請求はどんな場
合にも不可欠であるが、料金の値上げを検討している
ときは、これがより一層重要になる。というのも、実施
したすべてのサービスに対して病院側がまだ請求して
いない場合、高めの料金でいきなり請求するのはかな
り難しいからである。ただし、現在の料金が地域の市
場や病院のポジショニングに見合っていない場合は、
収入を増やすための値上げも適切と言える。とはいえ、
収入増加のための必須因子は結局のところ、病院が
クライアントに提供する内容の向上（主としてサービ
スの点においてであるが製品も含まれる）にある。ま
ずは市場浸透度を分析するところから始めることが
重要である。新しいサービスを始めるのは、クライア
ントが既存サービスをすでに利用してくれているかど
うかを確認してから、ということを覚えておかなければ
ならない。

図6　遠隔診療は、クライアントに提供するサービス
を向上させる方法の一つである。
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• 第二は、仕入を最適化することである。これは、仕入
れコストを減らすために納入業者から最高の値引き
を引き出し、それによって粗利益を増やすことを意味
する。いくつかの国の獣医師はすでにこの手法を広く
利用しているが、そうでない国では仕入マージンを改
善するための交渉の余地がまだ存在する。

• 第三は、基本的なことであるが、固定費および一番重
要な人件費を管理することである。これには、獣医師
の数とサポートスタッフの数の比率を最適化するといっ
たチーム構造の修正が必要になる場合がある。すな
わち、生産性に基づいて、獣医師はその技術的スキル
を要する付加価値のある業務だけに集中できるよう
にして、獣医師としての知識や技能を直接必要としな
い作業にはサポートスタッフが当たるようにするので
ある。これは、一部の国で起きているような獣医師不
足の状況にも役立つ手法である。

どうすれば提供するサービスを
強化できるか
予防医学（ウェルネスプランの導入など）、慢性疾患（骨
関節炎など）のモニタリング、および遠隔診療の導入といっ
た発達途上の分野はかかりつけ獣医師が優先させるべ
き分野であり、いずれもかなりの収入増加につながる可
能性がある。たとえば、遠隔診療は慢性疾患の患者の
モニタリングに有効な方法になると考えられ（図6）、初
診は病院で獣医師が行うべきであるが、適切な時期に
遠隔診療で経過観察（これはサポートスタッフチームの
メンバーに委嘱できる場合もある）を提供すれば、サー
ビスを強化することができるし、容易に収益化しながら
クライアントとの長期のつながりを図ることもできる。す
なわち、遠隔診療はクライアントと長く付き合って行く
ために、病院としての能力を高めてくれるのである。

遠隔診療に加えて、新しいテクノロジーは獣医療市場に
また別の可能性も提示している。Eコマースの発達は多
くの国で獣医療ビジネスに（少なくともある程度は）弊害
をもたらしてきているため、これが利用可能ならば、ライ
バル（英国や米国などで利用可能なオンライン薬局また
はフランスで現在提供中の「クリック・アンド・コレクト」
サービスなど）に対峙しても競争力を維持できるように
適切なツールを使いこなすことが重要である。現在進
行中のデジタル革命は、遠隔診療やEコマースなどだけ
でなく、とりわけコミュニケーションの面においても、獣
医師に新たなツールを提供してくれている。たとえば、ソー
シャルメディアプラットフォームを通じて病院周辺のペッ
トオーナーたちと「コミュニティ」を作り上げることがで
きれば、動物病院と現在および将来のクライアントとの
関係を強化し、拡大することができる。また、オンライン
予約システムや医療記録の共有などのその他のオプショ
ンも獣医療ビジネスにおそらく有益である。新しいテク
ノロジーの潜在能力はまだフル活用されておらず、さら
に発達し続けているため、あと何年かしたら間違いなく
さらなる機会を提供してくれるはずである。

獣医療市場の法人経営化は特別なことではなく、
もう普通のことになってきている。今や複数のグルー
プが、利益になる動物病院の購入にはしばしば従
来水準よりもかなり高額を支払うなど、個人開業
獣医師にとって有益な終了戦略を提示するに至っ
ている。個人の独立病院は現在、若い新卒者が不
足している市場の中で獣医師を採用するのに苦慮
しているかもしれないが、それでも、事業をうまく
マネジメントしていけるだけの熱意、スキルおよび
時間を持ち合わせていれば、競争力を維持できる
経済力、財力、および組織力を備えていられるとい
う点で、多くの個人開業獣医師は企業グループと
まだまだ競合していくことができると言える。

結論

•	 Frayssinet L. Evolution of veterinary business models in France 
and worldwide, with a focus on companion animals. Sans Pierre 
(dir), thesis, veterinarian, Université Paul Sabatier, 2019. [Evolution 
des modèles d’affaires vétérinaires en France et dans le monde, focus 
sur les animaux de compagnie]

•	 Brealey R, Myers S, Allen F. Principles of corporate finance. 13th ed: 
New York McGraw Hill, 2019. ISBN-13: 978-1260013900

   その他の文献

 
「個々の病院または病院集団が強
力な地元ブランドを保有している
ような市場では、全国的ブランド
あるいは国際的ブランドでさえ、
そのイメージが競争上有利に働
くことはほとんどなさそうである。」

Philippe Baralon
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絶賛
公開中！

新たなプログラムとして
「小動物臨床獣医師1年目のためのスペシャルセミナー」を

公開いたしました！
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